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特集

第3回地球環境保全のための

3R推進フォーラム

「地域における3R社会の未来」

開催日時：開催日時：平成27年12月４日（金） 13時30分～16時30分

開催場所：阪急うめだホール（阪急百貨店うめだ本店９階）

プログラム

開催挨拶 公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 会長 片渕 昭人

基調講演「人類と地球の関係が変わる21世紀～未来予想図～」

安井 至氏（一般財団法人持続性推進機構・理事長／

東京大学名誉教授・国際連合大学元副学長）

パネルディスカッション「サステイナブルな大阪へ、私たちのこれから」

【パネリスト】

安井 至氏（一般財団法人持続性推進機構・理事長／

東京大学名誉教授・国際連合大学元副学長）

森 摂氏（株式会社オルタナ代表取締役 編集長）

濵田 篤介（本会理事／株式会社浜田代表取締役）

【コーディネータ】

辛坊 治郎氏（ニュースキャスター／株式会社大阪綜研 代表）

閉会挨拶 公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 副会長 井出 保
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◆パネルディスカッション◆

【司会】皆様、お待たせいたしました。それでは、た

だいまからパネルディスカッションを始めてまいりま

す。

では、早速、パネリストの皆様をご紹介させていた

だきましょう。

まずは舞台中央より、先ほどご講演いただきました

安井至さんです。（拍手）

続きまして、株式会社オルタナ代表取締役社長で、

環境とＣＳＲにフォーカスした日本唯一の雑誌「オル

タナ」の編集長、森摂さんです。（拍手）

続きまして、公益社団法人大阪府産業廃棄物協会理

事で、株式会社浜田代表取締役、濵田篤介さんです。

（拍手）

そして、コーディネーターはニュースキャスターで、

株式会社大阪綜合研究所代表、辛坊治郎さんです。

（拍手）

さて、今回のディスカッションのテーマは、「サス

テイナブルな大阪へ、私たちのこれから」です。

それでは、皆様、よろしくお願いいたします。

【辛坊】よろしくお願いします。進行の辛坊でござい

ます。

今回は、第３回地球環境保全のための３Ｒ推進フォー

ラムということで、過去２回にわたって、去年、おと

としとやってまいりましたフォーラムの３回目、そし

て集大成でございます。今日、一定の大きな結論を導

いて、この３回を締めくくれればいいなと考えており

ますので、今日のパネリストの皆さんは、過去２回に

比べると、ずっと重責であるということで、ひとつよ

ろしくお願いします。

１回目のディスカッションは、「地域における３Ｒ

推進への道筋」というタイトルで、行政の取り組みに

焦点を当てて、おととし、お届けいたしました。中で

結論というほどではありませんけれども、大きな方向

性として「三方よし」という言葉が取り上げられまし

て、「事業者よし」、「処理業者よし」、そして「市民よ

し」、これを目指すべきであると。

そして、去年ですが、第２回目は、「共有価値の創

造に向けた企業の挑戦」というテーマで、企業の役割

に焦点を当てて、今後この３Ｒを推進していくための

原動力となるべきは、ＣＳＲからＣＳＶであると。ご存

じのようにＣＳＲ（CorporateSocialＲesponsibility）

ですか、企業の社会的責任として何をやるかという価

値観ではなくて、ＣＳＶ（CreateingSharedValue）、

共通の価値をどうやってつくっていくか。いろんな人

たちを巻き込みながら、新しい価値の創造という、い

わゆる企業の社会的責任を超えたところにやはり目標

点を置くべきではないのかということで、１回、２回、

進めてまいりまして、今回が集大成の３回目です。

今回は、テーマが「サステイナブルな大阪へ、私た

ちのこれから」、市民の取り組みに焦点を当てて話を

進めてまいりたいと思います。まあ、まさにサステイ

ナブル、どうやったら持続可能なのか。先ほどの基調

講演の安井先生のお話の基本テーマでもありましたけ

れども、このあたりを軸に今日は皆さんと討論を進め

てまいりたいと思います。

どうぞ皆さん、よろしくお願いいたします。（拍手）

まず、安井先生は先ほど基調講演をいただきました

ので、大体３時10分ぐらいから15分ぐらい、私とのや

りとりの中で、これから一体我々の生活、社会はどう

なっていくのかというお話をもう一度していただきま

すが、その前に、パネリストのお二方に自己紹介を兼

ねて、この問題について思うところを述べていただき

ます。

まずは、森さんからお願いしましょうか。株式会社

オルタナ代表取締役社長、そして編集長でいらっしゃ

います。森摂さん、お願いします。

【 森 】皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

株式会社オルタナは東京の会社なんですけど、実は私

は大阪生まれ、奈良育ちです。第一の故郷は関西だと。

そして、関西の復活がない限り、日本の将来はないと

強く思っていますので、ここからはちょっと大阪弁で

しゃべらせていただきたいと思います。

私は何者かというと、元々新聞記者を20年やってい

まして、その後、独立してこの会社をつくりました。

日本で唯一の環境サステイナビリティー、あるいはＣ

ＳＲの雑誌であります。どういう雑誌かというと、

ちょっとこれは古い紙面なんですけど、一番左、どな

たがおわかりでしょうか。宮沢賢治なんです。宮沢賢

治というのは、ものすごく地元の地域の農業に貢献を

された、実は地質学者なんですけど、こういった第１

次産業のネタから、あるいはピーター・ドラッカー、

コトラー、ポーターとかいう経営の、特にＣＳＲと経

営論をやったり、一番右側は孫さんで、この時は原発

事故の直後だったので、エネルギー問題を特集したり

と、ビジネス情報誌なんですが、すごい幅が広くて、

それだけやっているほうもすごく楽しくやっておりま

す。
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紙の雑誌以外は、「オルタナＳ」という、「Ｓ」とい

うのは「Social」と「Student」をかけた言葉で、要

は若者たちって最近すごくソーシャルに目覚めている

んです。世の中を何とかよくしたいとか、地球全体の

課題あるいは途上国の課題、ものすごく関心が高い若

い子がすごく増えていると。

この間、話を聞いたのは、地元大阪でHomedoorと

いうＮＰＯをやっている川口加奈さん、あいりん地区

のホームレスを何とか働けるように、レンタル自転車

の事業を始めて、かなり東京でも有名になってきたん

ですけど、こういった話なんかも積極的にやっていき

ます。

さっき、辛坊さんのほうから、第２回はＣＳＲから

ＣＳＶへという流れだったとお伺いしまして、ちょっ

とここだけ一言コメントをさせていただくとすると、

ＣＳＲからＣＳＶへというと、なんかＣＳＲは古いも

ののようなイメージがあるんですけど、実はそうでは

ないと。僕がよく申し上げているのは、オリンピック

で例えると、ＣＳＲはルールである。ＣＳＶは競技で

ある。つまり、ルールを忘れた競技はあり得ないとい

うことですね。

もう１つ大事なのは、このルールが国際ルールなん

です。よく変わるんです。ころころ変わるんです。例

えば、昔バレーボールの１セットは15点だったと思う

んですけど、いつのまにか25点になっている。あるい

は柔道着の色が白から青に変わっているとか、どんど

ん国際ルールが変わっていくと。

その中で、今度、企業の社会的責任を果たすという

ことも訳語はあるんですけど、これも最近ちょっと違

うんじゃないかと言われているのは、レスポンシビリ

ティーというのは、英語で言うと「Responsibility」

つまり対応力と。つまりＣＳＲは企業の社会対応力で

あると。もちろん社会的責任という言葉は大事なんで

すけど、それに加えて、最近ではこういう訳語が出て

きているということをちょっとご説明した上で、やっ

ぱりそれはルールですごく大事なところで、それに基

づいたＣＳＶをという見方がいいんじゃないかなと思

いまして、あえて一言述べさせていただきました。ど

うもありがとうございます。

【辛坊】ありがとうございました。

雑誌の「オルタナ」ですが、海外取材なども非常に

幅広く展開していらっしゃいまして、後ほど、その中

で最新の号で取り上げられた海外の住民の皆さんがど

うやって環境問題にかかわっていらっしゃるのか、３

Ｒということでかかわっていらっしゃるのか、この辺

の報告をしていただくことになっております。

それでは、続いて濵田篤介さん、お願いいたします。

公益社団法人大阪府産業廃棄物協会理事で、株式会社

浜田の代表取締役でいらっしゃいます。お願いします。

【濵田】濵田と申します。よろしくお願いします。先

ほど紹介いただきましたとおり、会社の紹介と兼ねて、

今回、主催者の大阪府産業廃棄物協会の理事も務めて

おりますので、その立場でも少し協会の宣伝も含めて、

自己紹介を兼ねてやらせていただきます。

会社名は株式会社浜田と。何をやっている会社か全

然わからないと思うんですけど、事業内容はこの後、

少し簡単に説明させていただきます。

先ほど安井先生の話で、３代で会社を潰すというか、

身上を潰すという話はよくあるんですが、私は２代目

で、あともう１代しか残らないかなと思っているんで

すが、２代目で社長をやっております。実は30歳の時

に親の会社に戻りまして、22年前になるんですけれど

も、その時は従業員数も、この10分の１ぐらいで、売

り上げも10分の１ぐらいだったと思います。頑張って

きたつもりなんですけれども、こういう会社で勤めて

おります。

少し自己紹介をさせていただきますと、30歳の時に

この業界に入ってすぐに産廃業をやろうということで、

この協会に入らせていただきまして、2005年から協会

の理事をさせていただいております。そんな中で、今、

組織広報委員会というのに属しておりまして、今日、

皆さん、ノベルティーのかばんの中に「CleanLife」

という雑誌が入っていたと思います。協会が発行する

こういった書籍の発行の内容を詰めたりとか、そうい

うことをやっています。

もう１つ、『廃棄物のトリセツ』という本ですね。

今日は一般の方もいらっしゃると思います。産廃って

非常に難しいんですけど、そういったものも漫画なん

かを使って、すごくわかりやすく説明しているつもり

なので、こういったことの活動もしております。

この３Ｒ推進フォーラムも３年目になるんですが、

実行委員会のほうにも３年前から企画に加わっており

まして、まさか、今日、この壇上で僕が話すことにな

るとは思っていなかったんですが、つたない話ですが、

ちょっと聞いていただければと思います。

先ほども言いましたけれども、社名からは何をやっ

ている会社かよくわかんないですけれども、もともと

私が入った時は、製鋼原料と書いていますけど、簡単

に言うと鉄くず屋です。スクラップを集めて切ったり

固めたりして、製鉄メーカーに売るという商売をやっ

CleanLife2016.34
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ていました。当時、今もそう、鉄くずをさわり始めて、

非常に状況は悪いんですけれども、鉄くずを集めるた

めに上流工程の仕事をやろうじゃないかということで、

鉄くずが出る商売ということで解体事業をやったりと

か、それで私が入ってから産廃をやり始めようと。要

するに、使い終わったごみの中から鉄とか銅とかアル

ミとかステンレスをほじくり出して、それをリサイク

ルすると。残った廃棄物を適正に処理するという仕事

をやり始めました。

最近になって、もう１つ新しい事業ということで、

使い終わった鉛のバッテリーがたくさん金属物と一緒

に出てくるんですけれども、これをリサイクルという

ことで、そういう精錬メーカーに売却していたんです

けれども、これ、もしかしたらもうちょっと使えるん

ちゃうかなということで、そういったもののリユース

をする仕事を含めて、太陽光の仕事をやったりとか、

太陽光とリユースできるようになったバッテリーと組

み合わせたエネルギー事業とか、そういった新しいこ

とをやっています。

我が社の成長戦略ということで幾つかあるんですけ

ど、まずはエリア戦略ということで、先ほどありまし

たように大阪の高槻というところに工場があるんです

けれども、2011年にM＆Ａということで京都のオカガ

ミという同業者の買収をして、京都に拠点をつくりま

した。2013年に東京の江戸川区の船堀というところに

東京リサイクルセンター。来年2016年には、今許可申

請の真っただ中ですが、これから整備をして2016年に

大田区の京浜島というところにエコロジセンターと。

東京はやっぱり景気がいいので、そっちのほうに進出

しているという状況です。

もう１つが同業者のネットワーク、我々の仕事は非

常に専門性と地域性が高いので、それを相互に補完し

合うための仕組みということで、数社が中心になって

エコスタッフ・ジャパンという会社を立ち上げて、今

全国に展開しているところです。

もう１つが、「Employment」と英語で書いていま

すけれども、私が社長になった2003年から活動を始め

まして、新卒採用をやっております。2005年入社から

数えて、今12年目の大学生の新卒採用をやって、優秀

な人材を確保していこうということで努めております。

先ほどもありましたが、ソリューション事業という

ことで、エネルギー事業とかリサイクル用のプラント

を食品メーカーさんに納めたりというような仕事もやっ

ております。

経営理念と経営ビジョンを簡単にいきますと、３つ

の言葉で「誠実・感謝・感動」という言葉を大事にし

ましょうということで、経営理念は環境ソリューショ

ンのファーストコールカンパニーということで、英語

が多いんですけれども、もともと鉄くず屋なんですけ

ど、いろいろやり過ぎて一言で言いにくくなったので、

当社のことを環境ソリューション企業と呼んでいまし

て、それの一番先にお呼びがかかる会社になりましょ

うよというのが、我が社の経営ビジョンという形でやっ

ております。

どうぞよろしくお願いします。

【辛坊】ありがとうございます。濵田さんは、今日は

先進的な取り組みをしている企業ということで、後ほ

ど報告いただきますが、それと同時に協会の理事とし

てのお立場でも、ご発言をお願いいたします。

さあ、進めてまいりましょう、最初のテーマはこち

らです。「20年後、地球、私たちの暮らしで何が起き

ているのか」まず、これを抑えた上で、どうやってそ

れに対して何をどう解決していくのかという話で進め

てまいりたいと思います。

ここのテーマは、安井先生にお願いしますが、先ほ

どは膨大な資料とともに詳細なお話をいただきました

ので、その中で特に我々の身近なところで20年後、ど

うなりそうかというお話をしていただきたいんですが、

よろしくお願いします。

【安井】先ほど地球レベルの話ばかりで、個人の生活

がどう変わるかというのは、実を言うと、あんまり専

門にしていないんですけど、でもやはり日本という社

会は、１つは人口の減るのは結構痛いことは痛いです

よね。だからといって、さっき申し上げましたように、

バングラデシュから移民を1,700万人入れるかよと言

われると、どうかなと思ったりはしております。

そうなると、やっぱりそれなりにこの社会が継続可

能になっていくというのが一番重要で、継続可能と持

続可能って、一体それじゃ、何が違うのかという問題
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に多分なるんですけど、継続可能というのは、多分個

人が同じことをやっていても、続く社会が継続可能な

社会。持続可能な社会というのは、社会が継続可能に

するために自分は変わるという社会だと私は思うんで

すね。ですから、なかなか難しいことなんですけど、

結局、自分をどうやって変えていったら社会全体とし

て、それが持続可能になってくるか。ある意味、自分

を変えることが喜んでできる人間がどのぐらい増える

かというのが非常に大きな問題なんだけど、例えば日

本の年金問題に何をしたって、やっぱり既得権益です

からね、これ。やっぱり今この年になって年金要らな

いよと、私も言えないし、なかなかつらいですよね。

そういう意味で、ここまで地球上で人類が繁栄して

きて、それで化石燃料とのつき合い方も、1750年ぐら

いから始めたつき合い方をそろそろやめなきゃいけな

い。多分2080年ぐらいにはやめなきゃいけないんです

けど、2030年、だからそこでもって変曲点、要するに

方向性が変わるんですね。というようなことになって

きた時に、皆様の覚悟はどこまでできているのかとい

う話になっちゃって、これはあんまり受け入れてくれ

そうもないななんて思いつつ、そんなことを言ってい

ますね。

【辛坊】安井先生、ぜひ伺いたいんですけれども、今

回、大変説得力のある先生の先ほどの基調講演だった

んですが、世の中には、私もまだ番組をやっています

と、どの番組とは言わないんですけど、日曜日の午後

にちょっと特殊な番組をやっていたりする。そうする

と、「いや、地球は温暖化していない」とか、「温暖化

したって大丈夫じゃないか」とか、「年金なんか破綻

しない」とか、そういう人たちがまだまだこの国には

たくさんいるんですけど、ご専門のお立場から見て、

そういう意見はどいうふうに見えていますか。

【安井】それは結局、自分を変えたくないために言っ

ているうそ、方便だと思っていますね。

【辛坊】うそ、方便であると。

【安井】はい。

【辛坊】ぜひ、うちの番組へ出ていただけませんか。

【安井】何ていうかな、もともと科学者というかサイ

エンス側だと、あんまりそういうことを言うと大体受

け入れられないので、あんまり言いたくはないんです

けど、結局、温暖化は何をやっているのかというと、

大気の組成をＣＯ２を出して変えちゃったというのが

１つですよね。変えちゃって何が起きたかというと、

地球には太陽がどんどんエネルギーをくれているわけ

ですから、普通にやっていくとエネルギーはたまっちゃ

う。だけど、今までの地球は、それを赤外線の格好で

外に捨てているんですよね。捨てている赤外線を途中

で温室効果ガスが吸収して一部分が戻ってきちゃうも

のだから、地球は今エネルギーをがんがんためこんで

いる。これは誰が考えたってそうなんですよ。これが

何もものを起こさないというのは、まあ、火をたいて

も、なぜか全然やけどをしないとか、それに等しいで

すよ。なんかすごい簡単な話なんだけど、何でこれで

うそがつけるのか不思議でしようがない。

【辛坊】今のはなかなか１つキーワードで、「何でう

そがつけるのか」というのは、逆に全く立場の違う人

がそういう本を書いてベストセラーになったりなんか

したことがありましたよね。

【安井】やっぱり彼らにとっては、うそというよりも、

結構そういうのを支持してくれるレイヤーというのが

いっぱいあって、先ほど申しましたように、実を言う

と、大企業はイノベーションを起こせないんです。大

企業の従業員は、したがってイノベーションをやりた

くても起こせないという非常に苦しい立場にあるもの

だから、ああいう思想に自分のよりどころを求めちゃ

うんですね。自分の会社を変えないで済むので、それ

で、そういう潜在的な社会のニーズって結構あるんで

すよ。したがって、それでもってお金をもうけて家を

建てたい、辛坊さんの番組へ出ていた方なんかもおら

れますけど、誰だかは言いませんけどね。

【辛坊】そうすると安井先生、やっぱりこのまま放っ

ておくと、この国は、我々の地球は、我々の生活は、

やっぱり持続可能、サステイナブルではないという現

状でしょうか。

【安井】と思いますけどね。ただ、サステイナブルっ

て、そもそも定義がよくわからない。これは後で森さ

んにしっかり伺わなきゃいけないんだけど、サステイ

ナブルはさっき申したように、変わらないという意味

じゃないんですよ。だから、要するに変わっちゃうん

ですよ、そちらもね。特に自分が変えることによって、

何となく変わりながら転がっていけるような社会にす

るという意味なので、今のままの状態をずっと保とう

というのが持続可能性ではないといえば、まあ、持続

可能な社会は地球がどうなっても、つくり得るかもし

れない。

【 森 】ちょっとよろしいですか。

【辛坊】どうぞ。

【 森 】実は、私どもが雑誌を始めて、わりとすぐに

安井先生のところに取材を何度もさせていただきまし

て、実はかなり影響を受けた雑誌なんですけど、先生
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の言葉を代弁させていただくとすれば、さっき三角形

の持続可能性の図がありましたよね。あそこの一番上

に家族があったというのはすばらしいことだと思いま

す。

例えば、22世紀というと、私たちは大分先のことの

ような気がしますけど、よく考えたら、安井先生はお

孫さんがいらっしゃると思うんですけど、私も多分も

う数年で孫ができるかもしれない。まだそれはわかん

ないですけど。つまり、2015年以降に生まれた彼らは、

あと85年ということはおそらく22世紀に生きているん

です。意外に近いと思いませんか。そこまで考えるこ

とが、おそらくはサステイナブルとか、サステイナビ

リティーという話ではないかなと、そういうふうに思

います。

【辛坊】やはり事業をしていらっしゃる立場で、多分

濵田さんも、このままいくと地球は、生活はサステイ

ナブルではないのではないかと実感するような時もお

ありになると思うんですが、いかがですか。

【濵田】我々の仕事自体が、静脈産業という言い方を

してますけど、要するに後始末の仕事なんですね。今

起こっているイノベーション、例えば太陽光発電とか、

そういうことが、いわゆる固定買い取り制度、FiTで

すね、これで太陽光メガソーラーとかいっぱいできま

したけれども、こういったものもサステイナブルなた

めのソリューションなんだけれども、これもいつかは

やっぱり後始末をしないといけない時が来るというこ

とも考えて、いろいろやっていかないといけないなと

考えております。

【辛坊】静脈産業というのは、私もこのフォーラムを

させていただくという話で、実は初めて知って、業界

の皆さんは認識していらっしゃるようですが、一度世

の中に送り出したものを集めてきて、やっぱりもう一

遍循環させないと、それは人間の体が持続可能ではな

いのと同じように、静脈の部分がうまく社会の中で機

能しないと、社会全体が人間の体と同じように機能し

なくなるという意味では、なるほど世の中はそういう

ふうになっているんだなと。お三方の話で大変よくわ

かったのは、やっぱり世の中には持続可能であると、

今のままでいいんだということを主張する人もたくさ

んいるけれども、間違いなく今のまま現状を放置して

は、これはサステイナブルではないと。じゃ、どうす

るのかという話をこれから深めていきたいと思います。

次のテーマにまいります。テーマその２、「サステ

イナブルシティーに向けた取り組みと課題」というこ

とで、ここは実例報告なども含めまして進めてまいり

たいと思います。

ここは、先ほどちらっと話が出ましたけれども、濵

田さんに太陽光ビジネス、太陽光パネルのリサイクル

の話、これは非常に熱心にやっていらっしゃると伺っ

ていますので、どんな状況か報告をしていただきます。

【濵田】我が社は、先ほど新卒採用をやり始めて10年

以上たつんですが、若手の社員が新しいビジネスを考

えるというのを社内的にやっておりまして、その中で

EnjoySolifeという、彼らがつくった名前なんですけ

れども、太陽光の発電パネルもいつかこれも寿命が来

るので、そういったものをしっかりとリサイクルする

ことを考えないといけないですよねということでやり

始めた事業です。やり始めたばかりなんですけれども。

先ほども申し上げましたとおり、FiTでたくさん太陽

光パネルが設置されて、やっぱり15年、20年後ぐらい

からパネルの後始末をしないといけないということに

なっております。

実は、去年度の予算からＮＥＤＯ、経産省のエネル

ギー関係の外郭団体がお金を出して太陽光パネルのリ

サイクル技術の研究をやっています。１次の予算の時

は我々は応募していなくて、我々もそういうつもりも

なかったんですけれども、いろいろ太陽光パネルをリ

サイクルするための設備を入れてテストをやっていた

中で、あまりうまくいかなかった実験のあとの太陽光

パネルの処分をしてくれと言われたんですね。ガラス

と中のセルとが非常に密着していて、リサイクルはも

ちろんできないんですけど、埋め立て処分場からも断

られて、もちろん焼却工場からも断られて、なかなか

行き場がないと。これはやっぱり何とかせなあかんな

と考えまして、ある機械メーカーさんと共同で、今年

度のＮＥＤＯの予算に応募して、それが採択され、や

り始めることになった事業について説明を少ししたい

と思います。

先ほど安井先生の話でも、シリカが不足してくると
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いうことだったんですが、大阪のとある企業さんの液

晶パネル用のガラスをリサイクルするということを10

年前に着手したんですが、これもどっちかというと、

我々は処理側じゃなくて流通側で、リサイクルできる

ところにうちが運んでというような仕事をやっていた

んです。先ほど言いましたように、太陽光パネルに関

しては、後始末をしないといけない課題だなというこ

とでやり始めました。

太陽光パネルは15年たっても、半分ぐらいはまだ使

えるものがあるということで、我々のほうで選別して

リユースできるものはリユースして、リサイクルしな

いといけないものはリサイクルするというスキームを

考えていて、そんな中で今年度、機械メーカーと共同

で出したテーマが、太陽光パネルのアルミのフレーム

はとっちゃうんですけれども、ガラスとセルの部分、

回路の部分、シリコンのモジュールがついたところを

ホットナイフと言って、加熱した刃で２枚におろすん

ですね。

【辛坊】えっ、あの薄いものを２枚におろせるんです

か。

【濵田】それがね、結構きれいにおろせるんですね。

【辛坊】すごい技術ですね。いや、私、今の話を聞い

ていて、ちょっと話の途中で申しわけないんですけど、

うち、10年前に太陽光を導入して既に10年たっている

んですよ。だけど、導入する時、企業はまさしく動脈

の送り出すほうの産業の人たちは、そこから後、どう

するんだということを考えずに出荷しているものなん

ですか。私も初めて聞いて、えっ、そんなこと考えず

にやっているんだというのを安井さん、しきりにうな

ずいていますけど、世の中そういうものなんですか。

はー。それを一からどうやったら、つまりごみとし

ての受け入れもしてくれない、かといって大量にこれ

から出回る、それでまずパネルをスライスするという

話ですね。そこから続けてください。

【濵田】はい。我々も、そんなこと現実的ではないと

思っていたんですけれども、実はこれはメーカーさん

の発想で、要するに太陽光パネルとセルとを密着させ

る装置をつくっている会社さんが、この技術を持って

おられまして、我々、静脈産業側と組んでやりたいと

いうことで、一緒に共同で出して、私もちょっと眉唾

やなと思っていたんですけど、実際見せてもらって、

ゆっくりゆっくりやって、例えば１枚を５分も６分も

スライスするのにかかっていたら現実的じゃないなと

思ったら、意外と１分以内にさーっときれいに。

【辛坊】へー、それでガラス部分と下の部分とが分離

するんですか。

【濵田】ええ。多少、接着剤的なものがガラスに残る

んですが、これは除去できる範囲のものだということ

で、今回いろいろ、この先、国のお金が３分の２は出

ますので、それをもらいながらそういった研究をやっ

ていくということになっています。

【辛坊】これはどうですかね、世界的に太陽光パネルっ

て普及していますけれども、こういう技術は世界的に

あるものでもないんですか。

【濵田】この間、実は渦中のベルギーに太陽光パネル

リサイクル協会みたいなのがありまして、いろいろ話

を聞いていたんですけれども、どっちかというと、そっ

ちは制度側の協会で、処理技術のほうはこれまでの従

来の技術です。シュレッティングして、要するに細か

く砕いた後に分離する技術はすごく研究が進んでいて、

それも日本と同じなんです。スライスするというのは、

この間、新聞に載っていましたけれども、我々のチー

ムと某電機メーカーさんが発表されていましたけど、

スライスするということが新聞に載っていたんですけ

ど、多分今のところ、その２件だけじゃないかと。

【辛坊】なるほど、まさしくここに、関西の地に世界

的な先進技術があるということですね。

【濵田】まあ、我々がちょっとお願いしてつくっても

らっているだけなんですけど。そういったことでやっ

ていきたいなと言いながら、やっぱり３Ｒなので、我々

はまだ使えるものは使いたいということで、まず撤去

された太陽光パネルの絶縁試験をやったりとか、パネ

ルそのものの能力テストをやったりして、ある一定の

基準をクリアしたものはリユースに回そうと。そうで

ないものは適切にリサイクルしようと、そういうビジ

ネスモデルを展開しようとしているのが我が社の今後、

15年後、20年後のビジネスのために、今人材も投資し

ているということです。

【辛坊】濵田さんは、実はそうした企業としての取り
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組みと同時にＮＰＯ法人をつくって、そちらでもやっ

ぱり太陽電池に関してのリユース、リサイクルに取り

組んでいらっしゃると伺ったんですが、そちらの活動

をちょっと紹介していただけますか。

【濵田】実は、太陽光とは少し違うんですけれども、

もともとは私の友人がクレジットカードの会社に勤め

ておりまして、10年ぐらい前になるんですけど、「ク

レジットカードで、環境で何かアイデアないか」とい

うざっくりした質問が来て、クレジットカードで小さ

い金のチップがついていると思うんですけど、あれで

金がとれるんですね。

【辛坊】えっ、あのクレジットカードのICチップの金

色は本当の金なんですか。

【濵田】含まれています。

【辛坊】へー。

【濵田】今の金の相場でいうと、１枚当たり大体２円

ぐらいするんですね。それをリサイクルしたらいいん

じゃないかなみたいなレポートを渡したら、会社の中

では銀賞か何かをもらったと言っていました。ただ、

クレジットカード会社としては個人情報とか、いろい

ろ問題があるので、そういうのを積極的に集めるのは

なかなか難しいねということで、会社内で集めたやつ

はそういうリサイクルにするということでとどまって

はいるんです。そういったものを何とか集められない

かということで、このNPO法人を立ち上げました。

先ほど地上資源とか地下資源とかいう言葉あるんで

すけれども、要するに地中で金の鉱山から掘っていく

のは地下資源で、一度精錬されて使われた後の資源が

地上資源ということで、これをリサイクルする仕事を

我々は一生懸命やっているんですけれども、実はクレ

ジットカード会社から新しいカードが届くと、はさみ

で切ってごみ箱に捨ててくださいねと来るわけですよ

ね。そうすると、市の焼却場で燃やされて、大阪でい

うとフェニックス、大阪湾に埋め立てられて、これは

地下資源でも地上資源でもなくて埋没資源になっちゃ

うんですよね。これを何とかほじくり返してできない

かなというのが、このＮＰＯのテーマというか。

【辛坊】クレジットカード１枚で２円の金で、今ここ

の精密機械等に使用された貴金属、携帯電話なんかに

もよく入っていると聞くんですけれども、それ以外に

もそんなに希少、お金になる金属みたいなものは、身

の回りのものに結構あるものなんですか。

【濵田】小型家電リサイクル法というのが施行されま

したけれども、当然採算に合うところは決まってきま

すけれども、携帯電話は多いほうですね。デジカメも

多いと思います。集積率の高いようなものは、多分貴

金属がたくさん使われていると思います。

【辛坊】そして、「ここには、しかし課題もある」と

いうふうに後ろにありますが。

【濵田】そうですね。我々、金属関係のリサイクラー

は、ぶっちゃけた話、価値のあるもの、お金になるか

ら集めてリサイクルしているんですけれども、これは

仕事の世界なんです。ＮＰＯは、お金の力では１枚２

円のやつはなかなか集めにくいんですよね。ペットボ

トルのキャップを集めてポリオのワクチンにという活

動がありますけど、あれも１個１個見るとすごく小さ

いんですけれども、善意の力で集めるとすごい集まっ

ているんですよね、あれもね。同じように、クレジッ

トカードは１つ１つは非常に小さい価値なんだけれど

も、これをフェニックスの埋め立て地に埋まってしま

うと、もう二度と掘り返すことができないので、それ

を何とか善意の力でリサイクルできないかなというの

が、このＮＰＯの活動なんです。まだ始まったばっか

りで、当然、個人情報が詰まっているので、カードが

シュレッティングできる市販のシュレッダーを買って

きて、今うちの会社はもちろんのことですけれども、

高槻市役所の出先の市民交流センターみたいなところ

とか、商工会議所とか、そういったところに置いても

らっています。まだまだ全然広まっていないし、今日、

この場でお話しをする機会をいただきましたので、こ

ういったものが我々同業者を中心に広がっていけばい

いなと思っております。

【辛坊】なるほど。人件費を払ってペイできるものは

事業にできるけれども、それを払っていたらペイしな

い。でも、そこにただ捨てられたらもったいなものは、

まさに市民の力で未来のためにという発想ができると

いうことですね。

【濵田】そうですね、何とかお金の力じゃなくて善意

の力で集められるものは集めて、お金の力でやるのは
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我々が商売でやりますので、そういうふうに分けて考

えております。

【辛坊】なるほど。今の話を受けて、森さん、専門家

として思うところはいっぱいおありになると思います

が。

【 森 】太陽光パネルのリサイクルって、僕も前から

どうしているのかなとずっと疑問に思っていたので、

こういう身近なところで、まさか隣の席の人がやって

いるとは思わなかったんですけど、こういう新しい取

り組みは本当にすばらしいと思います。

先ほど安井先生のお話にも出てきたんですけど、日

本は化石燃料を１年間に27兆円も入れていると。これ

が要らない世界が来るかもしれないとおっしゃいまし

たけど、そういうお金をこういうところに使うのは、

すごく大事だと思うんですね。つまり、ポスト化石燃

料、日本はどうやってエネルギーを調達するのか、あ

るいは電気をつくっていくのかと。この辺が、まだ現

在の政権には確固としたる方向性、先ほど目標とゴー

ルという言葉もありました。まさにそのとおりで、目

標はないんですね。そこはものすごく残念です。

電力のほうでいうと、来年2016年の４月から電力自

由化になって、既存の電力会社の発電した電気もあれ

ば、こういう太陽光発電あるいは風力、バイオマス、

地熱と。これは例の2011年、まさに東日本大震災が起

きた日に再生可能エネルギー推進法という、あの朝に

閣議決定された。その閣議決定が数時間おくれたら、

多分震災でできなかったんじゃないかと。奇跡的に閣

議決定されて、翌2012年７月から施行されて、皆さん

ご存じのとおり、再生可能エネルギー、僕らはもっと

簡単に自然エネルギーという言葉をよく使いますけど、

１キロワット当たりで大体30円とか40円というすごく

高い値段で買ってくれるという法律ができたわけです。

これは当時、取材していて１つ耳を疑ったのは、全

量買い取り制度が当時できたわけですけど、これ、実

は世界で常識だったんですね。日本が導入したのが世

界で八十何番目。イノベーションとしてはかなりおく

れているなと。こういうイノベーションのおくれは、

ものすごくたくさんあるなという気がします。その中

で、やっぱり自然エネルギー、再生可能エネルギーの

分野は、日本が勝たなくてどうするんだというぐらい

大事な分野ですので、それなりの公的な資金あるいは

人材の投入をもっともっとしていってほしいと思いま

すし、ここで競争力をつけなければどこでつけるんだ

というぐらい大事な分野じゃないかなと思います。

もう１つあるのは、先ほど来、大企業はイノベーショ

ンが難しいと、これもそのとおりなんですね。明治以

来の重厚長大の企業ほどイノベーションが難しい。ま

あ、古い組織ということもあるんですけど。その中で、

最近新しい潮流として出てきたのは、オープンイノベー

ションというの、これ、皆さんはよく聞かれたことが

あると思うんですけど、世の中さまざまな社会的な課

題がある中で、例えば企業単体じゃなしに、あるいは

自治体単体じゃなしに、そこに大学とかＮＧＯとかＮ

ＰＯ、あるいは地域の人たちのそれぞれのノウハウ、

技術、アイデア、知見を共有して、みんなで取り組ん

でいこうという動きがすごく増えてきていると思うん

ですね。これをオープンイノベーションあるいはパー

トナーシップという言い方もします。企業とNPOの

取り組みをよくそういう言い方をするわけですけど、

今日、この会場にＮＰＯ法人とコラボして、学生に参

加してもらいながら展開している、農業体験学校を運

営されている大阪ガス、エネルギー・文化研究所の当

麻さんにきていただいていますので、ぜひ壇上に上がっ

ていただいて、そのことを皆さんにお伝えいただけれ

ばと思います。

【辛坊】ありがとうございます。今、森さんに紹介い

ただきましたけれども、ご紹介しましょう。大阪ガス

株式会社エネルギー・文化研究所主任研究員の当麻潔

さん、壇上のほうへ。

今、ご紹介いただきましたけれども、先ほど濵田さ

んからＮＰＯとして市民と企業を結びながら、希少金

属のリサイクル回収などをしているという話がありま

したけれども、当麻さんは大阪ガス株式会社の文化研

究所の主任研究員として、やはり市民の皆さんと一緒

に大阪の未来、地球の未来を考えるという活動をして

いらっしゃいます。どんな活動をしているのか、それ

ではご紹介をお願いします。

【当麻】今、紹介がありました大阪ガス、エネルギー・

文化研究所の当麻です。私からは、企業とＮＰＯの協
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働による次世代教育の紹介をさせていただきます。

私が所属していますエネルギー・文化研究所は、ま

あエネルギー会社なので、エネルギーがつくのはおわ

かりになると思うんですけど、ポツ文化がついていま

す、変わった研究所です。略してCELといいます。カ

ルチャー、エナジー、ライフ、要は文化とエネルギー

と生活を研究している研究所です。実は30年前、1986

年、大阪ガスの創立80周年記念事業としてできました。

事業活動、要は営業活動からちょっと離れて、中立

的な立場あるいは生活者視点の立場、生活視点で持続

可能な社会、生活を実現するための研究、あるいはそ

の成果を情報発信する。長期的な視点によってテーマ

を設定して、有識者あるいは行政あるいは地元の人た

ちとのネットワークを築き上げる。理論的アプローチ、

いわば机上の研究だけじゃなくて、実践的アプローチ、

実証試験をする、そういう基本姿勢のもとに、この３

つの分野で研究をしております。

エネルギー・環境、これは私の担当分野です。３・

11東日本大震災でエネルギー問題が起こりました。と

ころが、生活者は今までエネルギーのことをほとんど

考えたことがない、もっとエネルギーのことを知りた

いということで、私はエネルギーリテラシー、エネル

ギーの基礎知識をもっともっと生活者に知っていただ

きたいということで、講演活動、執筆活動をしており

ます。

そして、今日、紹介します次世代教育、食・住まい

では、少子高齢化時代における住まいのあり方、暮ら

しのあり方、あるいは食育、火育。火育というのは、

オール電化で生まれた子は火を見ることがないんです

ね。その子供たちに火おこしから火を使うことを教え

て、火のありがたさ、火の危なさ、そういうことを教

育する。こういう研究員がおります。

都市・コミュニティ、ここでは、地元の資源を有効

に活用したコミュニティのあり方、あるいは都市魅力

の採掘、要は昔の梅田はこうだったんやというのを、

この研究員が語り部活動をやっています。

次世代教育の話です。最近の子供たちは集団生活が

できない、人間とうまくつき合えない、あるいは創意

を持って取り組むことができない、これはどうしてか

と考えると、要は自然や地域社会とのかかわりが少な

かった、あるいは集団活動が不足している。地域や親

の教育力が低下している、こういう問題を解決するた

めに、次世代教育のあり方を考えようというのをスター

トさせました。

その時に、ちょっと先、例えば2030年、世の中がど

うなっているだろうを考えながら、その時代でのあり

方、そういうのも考えてみました。先ほどから話が出

ています人口問題、2100年には人口が３分の１になり

ます。あるいは食料自給率、今は39％が続いています。

６割が輸入です。人口が減ると土地が余ってきます。

その土地をどう利用するのか。そこで農産物をつくれ

ば食料自給率が上がるんじゃないか、こういう30年後、

50年後の社会像を想像しながら、次世代教育、子供た

ちに生きる力を育む、そういう機会をつくるための第

１次産業、農林水産を基盤とする学びの社会デザイン

という研究会を発足させました。

私の研究所、大阪ガスのＣＥＬと西宮で環境教育活

動をしています、こども環境活動支援協会ＬＥＡＦと

いいます。私はそこの理事もしているんですけれども、

この２社が事務局になりまして、第１次産業ですから、

ＪＡ、森林組合、漁業組合、コープ、農水省、あるい

は兵庫県の、これ、西宮の活動をしていますから、こ

こに農地を持っています。ということで、兵庫県の農

政部局との研究会をつくって検討を進めてまいりまし

た。

彼らにどういう力をつけさせるか。自分で生きる力、

野菜ができる、米ができる、あるいは自然、動物、季

節、天候、そういうのに敏感になる。自然対話力、協

働する力、コミュニケーション力、問題解決力、これ

らを生活体験、社会体験、自然体験、農林水産業の第

１次産業を体験することによって育もうというプログ

ラムです。

2013年５月から１年間、このプログラムを回しまし

た。大学生、いろいろな大学を集めました。神戸大学、

関学、神戸女子大学、近畿大学、龍谷大学、５大学の

学生、学部もばらばらです。農学部、教育学部、家政

学部、９名の大学生を集めて、彼らに１年間、この体

験学習をさせました。農業体験19回、林業３回、漁業

４回、体験学習は大抵、この現場の体験だけで終わり

ます。ところが、このプログラムの特徴は、体験だけ

じゃなくて、講義、座学もやっています。第１次産業

の課題、あるいは第１次産業とエネルギー、環境問題、

生物多様性の問題、こういう座学もやっています。か

つ、お米の科学、魚のさばき、こういうのもやりまし

て、先ほどの研究会の開催時に彼らにも参加させてい

ます。体制はＬＥＡＦ、ＣＥＬ、そして地元の農業ボ

ランティアの方、これらが彼らを指導する、一緒にやっ

て学ぶと、こういう活動をしています。

その活動を写真をもって紹介します。

農業、要は米づくりです。皆さん、多分小学校のこ
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ろに経験されたかもわかりません。その時は多分です

よ、田植えをして、稲刈りをして、とれたお米を炊い

て、カレーを食べておいしかったなと、それで終わっ

ているんですよね。ところが、お百姓さんの仕事はそ

んな簡単なものではなくて、いっぱい苦労があるわけ

です。その苦労を彼らにもさせました。

草抜きです。夏の暑い日、ぬかるんだ田んぼに入っ

て草を抜く。

稲刈りは当然かまです。機械で乾燥しますけど、こ

ういう稲木をつくらせて乾燥させる。

稲作の問題は鳥です。スズメが食べに来ます。それ

らを防ぐためのネットも共同作業して張りました。

脱穀、今は機械ですけど、昔は機械がない。そのこ

ろどうしていたか、いろいろ体験させるために足踏み

脱穀機、これがありました。脱穀したもみ殻をすり鉢

でソフトボールで回しながらとるんです。もみ殻をと

りますからふっと吹いて、また潰すと。そうすると、

学生の中に花粉症の学生がおりましてくしゃみがとま

らない。とうとうやめさせましたけど、そういう原始

的なこともさせています。

野菜づくり、これはまず耕運から始まります。まず

くわでやって、くわではでききれないので、耕運機を

使います。それと牛ふんを使います。鶏ふんを使いま

す。堆肥もつくります。落ち葉はほかすんじゃなくて、

集めてきて堆肥をつくります。そして畝をつくらせて、

これはサツマイモですけれども、夏は汗をかきながら

草抜きをすると。私は熱中症になりながら、彼らと一

緒にやりました。とれたサツマイモはうれしんですよ

ね、この顔を見てください。こういう作業させると。

漁業、これはカキの養殖です。こういう体験をさせ

たんですけど、ここで働いている方がほとんど中国人

だったんです。それはどうしてか、漁業を継ぐ人がい

ない。みんな都会へ行ってしまう。ですから、仕方な

しに中国から手伝いに来てもらっていると、こういう

第１次産業の労働問題、こういう体験もさせています。

林業、チェーンソーを使うのは危ないので、山に入

りまして、細い木を間伐する。そして、なたで割る、

結構大変な作業です。女性にはなかなか力が入らない。

でも、やらせました。

お米の科学、これは大阪ガスが関係していますから、

大阪ガスのクッキングスクールの先生に来ていただい

て、お米のとぎ方、ご飯の炊き方、こういうのを学び

ました。

火育、原始的な火おこし、今の子供はマッチもすれ

ない。そのもっと先、もっと前、火おこし体験、これ

もさせています。

魚のさばき、皆さんの中でさばいた方はあまりおら

れないと思うんですけど、私も初めてさばきました。

大きなアジ１匹を配りまして、３枚におろすんですけ

ど、ここにいっぱい身がつくんです。それをそぎ落と

すと４枚になってくるんです。それを１人１匹食べま

した。これだけ魚を食べたのはみんな初めてです。嫌

いな子でも、魚を自分でさばくと食べれるようになる

らしいです。

やっぱり日本の伝統文化を教えなあかんということ

で、わらでしめ縄づくり、こういうものをさせていま

す。研究会で彼らに１人１人、パワーポイントをつく

らせて報告させると。これが就活にもちょっとは役立っ

たんじゃないかなと思っています。

最後、彼らがつくった野菜、お米で私たち指導員を

ねぎらってくれた。こういう感謝祭というのもやって

います。

アンケート調査で、先ほど紹介しました５つの力が

どんだけ身についたかを調べますと、内側がこの体験

をする前、外側が体験した後、全ての力において向上

されているわけですね。具体的にどういうところに力

がついたか。自活力、お米や野菜が自分でつくれる。

自然対話力、自然災害情報に敏感になった。協働する

力、新たなメンバーとも仲よくやっていける、共同作

業ができる。コミュニケーション、人の意見をよく聞

くことができる、あるいは自分がうまく話せるように

なる。問題解決力、こういうのも確かについています。

その後、彼らが次のステージへどう生かされている

かヒアリングしました。ある子は、農業がますます好

きになって、ＪＡに就職しています。彼は、今ＬＥＡ

Ｆの農地に週末アルバイトで入っていまして、農作業

をしています。彼は、大学のゼミで近くに畑を借りて、

そこの農作業のリーダーとして活躍しています。小学

校の先生は、子供たちに生産者の気持ちを教えていま

す。あるいは保育園で、子供たちに食べ物のありがた

さを教えていると。こういう成果が上がっております。

最後、まとめですけれども、私ども企業、ＮＰＯが

協働して次世代教育を考えると。そして、そのプログ

ラムをつくって実証試験をしました。参加した大学生

は確かに生活力が向上しています。そして、終わって

からも、それが次のステージで生かされています。た

だ、課題としては、やっぱり１年では少ないんですね。

全ての体験ができない。あるいは日常生活の行動まで

変える、そこまではいっていない。体験が中心な座学

もやりました。でも、まだまだもっと知ってほしい知
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識がある。そういう課題をまだ残しております。です

から、ここ一、二年でその課題を解消し、このプログ

ラムを完成させ、かつ研究じゃなくて、ビジネスとし

てこの事業がうまくできるように引き続き、持続可能

な仕組みづくりというのを検討していきたいと思いま

す。

駆け足になりましたけれども、以上で私の紹介を終

わらせていただきます。ありがとうございました。

【辛坊】どうもありがとうございました。（拍手）

大阪ガス株式会社エネルギー・文化研究所の主任研

究員でいらっしゃいます、当麻潔さんに企業とＮＰＯ

の協働による次世代教育の実例を紹介していただきま

したが、安井さん、やっぱりこういう体験をするとサ

ステイナビリティーでなくてはいけないということを、

ベースのところから子供のうちからわかりますよね。

【安井】はい。おっしゃるとおりだと思いますね。あ

と、先ほどイノベーターがないと、これから乗り切れ

ないという話にもつながる話でございまして、イノベー

ターというのは、さっき条件を幾つか言いましたけど、

私が重要だと思っているのは個人的には、質問ができ

る人、それから実験ができる人、体験を喜ぶ人、こう

いうのが必要なんですよね。

【辛坊】ええ。

【安井】だから、今の体験というのは、多分喜べる条

件がついたので、こういう人あたりから質問をいっぱ

い引き出せるような試みとか、あるいは彼らのアイデ

アでもって、何か小っちゃな実験ができるような場を

提供するとか、そうすると、なんかイノベーター養成

講座にもなるんじゃないかななんてちょっと思ったり

しましたね。

【辛坊】そうですね。森さん、やはり意識の高い経営

者は、こういう活動にも非常に積極的だと聞いていま

すけれども。

【森】まさにおっしゃるとおりで、おそらくこれから

日本経済の雲行きがかなり危うくなってくる中で、やっ

ぱり自社の生き残りをかけてこういう取り組みをする

と。逆に言うと、こういう取り組みをしないと世の中

に選ばれない、そういう傾向がすごく強くなってきて

いると思います。

弊社では、わりとＣＳＲについての記事が多いんで

すけど、最近特にＣＳＲの取り組みが多い業界でいう

と、１つは印刷業界。印刷業界というのは、逆に不況

で、しかも価格がすごい下がってきて、ネット印刷と

かがあって。要は、存亡の危機を迎えている中小企業

はすごく多いんですね。そうすると、地域と一緒に栄

えないと会社の存続が危うくなるということで、ＣＳ

Ｒに対する関心がすごく高まっています。

もう１つは、廃棄物業界の方も経営者、特に若い経

営者の方たち、濵田さんもそうですけど、やっぱりＣ

ＳＲに対する関心が高いなと思っています。これも、

おそらく想像するには、地域地域で自社が選ばれるた

めには、やはり社会にそれなりの貢献をしている企業

である必要があると思います。東京から見ているんで

すけど、大阪でＣＳＲに結構熱心な企業は幾つかある

んですけど、その１つは大阪ガスだと思っています。

うちの雑誌、実は東京ガスさんから広告をいただいて

いるので、大阪ガスは褒められないんですけど、まあ、

そんなことはないかもしれないけど。東京ガスより大

阪ガスのほうが頑張ってるの違うかなと思っています。

というのは、大阪の企業のほうが地域愛が強いんじゃ

ないかなと、そういう気がします。しかも、大阪ガス

の本社は大阪のど真ん中にあるじゃないですか。あん

まり東京ガスとの対比を言ってもあれなんですけど。

東京はやっぱりグローバル企業が多くて、あんまり東

京という意識がないんですね。ですので、そういうと

ころにオープンイノベーションの可能性をすごく感じ

るんです。実際、大阪を変える100人会議というのが、

この３年ぐらい開かれていたり、京都では京都市ソー

シャル・イノベーション・クラスターという、これは

京都市が中心になっていますけど、関西のほうがこう

いう動きがすごく活発なんじゃないかなと。

【辛坊】なるほど。別にあれですよね、大阪ガスにも

広告をくれとか、そういう話ではないですね。

【 森 】そうじゃないです。くれたほうがいいんです

けど、とか言って。

【辛坊】本当にすばらしい活動の報告をいただいたわ

けですが、やっぱり企業経営者として10年連続大卒の

社員を浜田さんで採用していらっしゃったという話が

さっきありましたけれども、こういうベーシックな生
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きるための経験を積んだ若い人は、やっぱり人材とし

ては非常に魅力的でしょうね。

【濵田】そうですね、実はうちの会社も米づくりを福

利厚生の一環でやっているんです。実は森さんとも、

僕の友人の同業者の会社がやっている田植えにもちょっ

と参加して、そこで初めてお会いしたんです。そうい

う意味では、やっぱり共通点があるというか、本当に

田植えした後の草むしりが大変なんですよね。それを

実感すると食べ物のありがたさとか、すごくうちの若

い社員もわかってくれたんじゃないかなと思っていま

す。

【辛坊】今、ご報告を皆さんに紹介していただいたよ

うに、テーマには「サステイナブルシティーに向けた

取り組みと課題」ということで、企業の中には市民の

皆さんと共同でサステイナブルな社会づくりのベース

のところから取り組んでいらっしゃる方がいるという

紹介をしていただきました。

そして、ここでテーマ３です。「サステイナブルな

大阪に向けた市民参画」ということで、より具体的に、

じゃ、どんなことが必要なのか、実例を交えて、ここ

は先ほど雑誌「オルタナ」で取材に行った海外の例な

ども教えていただきながら、森さん、お願いします。

【 森 】じゃ、資料をちょっとお願いしたいんですけ

ど。ありがとうございます。

これ、さっきちょっと僕が言った、今日のキーワー

ドを用意してきたんですけど、ちょっと数字が間違っ

ていますけど、真ん中がオープンイノベーションです。

大阪100人会議とか、あとカマコンバレーとあるんで

すけど、なんかオネエの集まりかなと思ったら……。

【辛坊】カマコンバレーですか。

【 森 】はい。これ、実は鎌倉をよくしようという若

手経営者の集まりで、鎌倉って普通はあんなに有名な

観光地で、しかもこの間、原節子さんが亡くなりまし

たけど、リッチな人が住んでいるような場所のイメー

ジがあるんですけど、実は鎌倉市の財政は火の車で、

100億円単位で赤字を出しているらしいです。そこで

立ち上がったのが、このカマコンバレーで、詳しくは

ネットで検索していただければと思うんですけど。

ちょっとリサイクルの話をすると、僕らはこの夏に

シアトルとポートランドに行ってきました。今シアト

ルとポートランドというのは、全米で一番住みたい町

ベストテンの大体常連の都市なんですね。東の人もシ

アトル、ポートランドに住みたいと。かなり人気が出

てきている。その中の１つの大きな要素がサステイナ

ブルであり、あるいはグリーンという価値だと考えて

います。

今日は廃棄物業界ということで、こういう写真を持っ

てきたんですけど、これ、自動分別の工場なんですけ

ど、日本は分別は家庭でやるというのが常識ですよね。

アメリカはシングルストリームといって、まとめて収

集をして一括収集、そして工場で分けると、こういう

やり方もあるんです。日本がいいか、アメリカがいい

か、一長一短があるわけですけど、結果として、アメ

リカのシアトル、ポートランドのリサイクル率はほぼ

60％、日本は一般廃棄物20％台、産業廃棄物はもう少

しいいと思うんですけど、結果的にはこういう高いリ

サイクル率を実現しているということですね。

こういう中で、ここにオーガニックと出ていますけ

ど、オーガニックとかフェアトレードとか、これもグ

リーンな１つの価値観だと思いますけど、とにかく地

域、社会、あるいは地球環境のことを大事にするとい

う価値観が、すごく心地よくまちづくりに反映されて

いるというのが、ポートランドとシアトルだと思いま

す。

ここで１つのキーワードは、ローカルファーストと

いう言葉なんです。スターバックスコーヒーの発祥は

シアトルなんですけど、シアトルの人はもちろん好き

なんですけど、ポートランドではあんまり人気がない

らしいです。ポートランドはポートランドで、地域の

経営の小っちゃいカフェが好まれるらしいんですね。

地産地消と、皆さんもよくお聞きになっていると思う

んですけど、地域のものを使い、そしてファーマーズ

マーケットというのがほぼ毎週のように、あちこちで

開かれている。

もう１つのキーワードは、ウオーカブルシティーと

いうのがあるんです。歩いていけるところ、特に徒歩

20分内がキーワードと言われています。つまり、通勤

も通学もジムへ行くのも、塾はあるのはどうかは知ら

ないですけど、とにかく20分で大体生活が一通り整え

られるというね。これはやっぱり日本が目指している

コンパクトシティーとかスマートシティーの１つの形

なんじゃないかなと。ここでは、ウオーカブル20分と

いうことは、車をあんまり使わないですね。ライトレー

ルとか、チンチン電車みたいなやつとか、最近は車を

使わない、持たない、かわりにウーバーを使う。ウー

バーは、日本では法律的には難しいですけど。日本で

いうと白タクなんですけどね。地域の人が運転する車

に乗せてもらって、それでお金を払うという仕組みが

あったり、とにかく、ひところの高度成長期の大量生

産、大量消費のアメリカの発想とは大分違ったものが、
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今ポートランド、シアトルに育ってきたなと、そうい

う印象がありました。

すいません、ちょっと長くなりました。

【辛坊】いやいや、何となくイメージからいうと、こ

ういう取り組みはヨーロッパが進んでいると思ってい

たんですが、アメリカというのは、まさに今おっしゃっ

たように、大量消費、そういう廃棄の国だと思ってい

たんですが、ものすごい勢いで変わりつつあるという

ことですね。

【 森 】おそらくポートランド、シアトルが、60年代、

70年代以来の大量消費社会の１つのアンチテーゼとい

うか、ある意味オルタナティブな都市あるいはライフ

スタイルの１つの象徴になっているんじゃないかなと

いう気がします。

【辛坊】さあ、皆さんにはここからの時間、サステイ

ナブルな大阪、ある意味大阪をイメージしていただき

ながら、どうやったら持続可能な地域社会をつくるこ

とができるんだということで、ご提言、アイデア等々

をいただきたいんですが、今の森さんの話でいうと、

わりと周辺に広大な農地があるような場所はいいです

けど、大阪はなかなか地産地消というても、なかなか

自立的に持続可能なだけの、例えば農産物がとれるわ

けでもなしというようなところがありますが、そのあ

たりはどうでしょうか。どなたでも構いません、自由

にご発言ください。

【濵田】大阪代表で、じゃ。

【安井】畑は結構あるでしょう。

【濵田】まあ、大阪といっても、高槻はすぐ近くに能

勢町があったりとかするのであるんですけど。

むしろ廃棄物を扱う立場として、地域とコネクショ

ンがないというか、市民から見たら、ごみは決まった

日にごみ置き場に置いたら終わりじゃないですか。そ

こから先のことは全く興味がない、なくなるんですよ

ね。決められた日に決められたところに置いたら持っ

ていってくれると。そこが僕は一番問題なんじゃない

かなと。要らなくなったものなので、興味はないわけ

ですよね。そこにどう興味を持ってもらうか。例えば、

小型家電リサイクル法で、今日の話もなかなかうまい

こといってないという話なんですけど、実際になかな

かうまいこといってないみたいなんですけれども、あ

の法律の骨子ができた時、実はその骨子をつくられた

先生は、安井先生とも非常に懇意にされている先生な

んですけれども、私もちょっと仲よくさせてもらって

いて、その話を聞いた時、もっと市民と我々のような

業者が協力してできんのかなと思った。実際ふたをあ

けて法律が施行されてみると、やっぱりそれなりの設

備投資をした会社で能力がある会社がやらないとだめ

ですよと。あ、これはだめだなと思って、僕も手を引

いたんですけれども。僕はもっと市民と協力して、例

えば分別工場みたいなやつを我々リサイクラーがノウ

ハウ提供して、例えば小学校で集めてもらったやつを

そこへ持ってきてもらって、シルバーの人とか障害者

の方とか、あるいは中学校とか小学校の技術の体験で

分別の仕方を僕らたちが教えて、基盤は基盤、アルミ

はアルミ、こうやって分けたら資源になるんですよみ

たいな、そういうことをすれば、もっと要らなくなっ

たものの、その先が見えてくるんじゃないかなと。そ

こに地域に密着したサステイナビリティーというのが

あるんじゃないかなと思っているんです。

【辛坊】確かに、ごみの日にごみを出して、その後そ

のごみがどうなっているか、ほとんど想像したことも

ないですし、家電リサイクル法で、何だかテレビを処

分するのにお金がかかるようになったなーって、損や

なというイメージがありますが、家電リサイクル法で

集められた巨大、膨大な家電というのは、その後、今

はどうしているんですか。

【安井】それは、ある特定のところに集められて、製

造事業者側が大体持っているんですけど、チェーンに

分かれて、２つに分かれていると思うんですけど、そ

こに行って極めて丁寧に、というのは、あのリサイク

ル料金は私に言わせると高過ぎるんですけど、本当に

丁寧にリサイクルされていますね。ですから、資源的

には日本は特に家電だけは結構まともに回収している、

そんな国ですね。

自動車は自動車で、それでまた価値があるので、そ

れはまたちゃんと行われているんですけど。

【辛坊】それが納得いかないのは、品目が決まってい

るじゃないですか。品目が決まっていて、それ以外の

ものでも品目が決まっていないんだけど、同じような
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価値のありそうな同じような大きさの家電みたいなも

のは、ほかにたくさんあるんですが、ああいうのは行

方は今どうなっているんですか。

【安井】だから、家庭から出たものは多くの場合には

自治体に持っていって、それで自治体はあんまり大し

た能力がないので、破砕して捨てちゃうというのが多

いんじゃないですかね。

【辛坊】破砕して捨てちゃうわけですか。もったいな

い話ですね。

【安井】破砕してとれる部分は、例えばマグネットな

んかでとれる部分はとりますよ。それは一般だとどう

なんだろう。事業者にちゃんと渡しているのかな。そ

の辺は私も東京で……。

【濵田】売れるものは磁選物ということで、磁石にひっ

ついたものは我々のようなスクラップ業者が買ってい

ます。あとは、焼却物と一緒にまざって入っちゃった

りするやつは焼いた灰の中から磁選物ということで、

これは鉄としても極めて価値の低いものですけれども、

そういうのもあります。

残った磁石につかないもの、あるいは手選別でも大

概漏れるんですけど、そういったものは大阪湾の中に

あると思います。

【辛坊】要するに、何とか島というやつですか。夢島、

舞洲みたいなところに行っちゃうということですか。

【濵田】フェニックスの方に入っているんじゃないか

なと思います。残渣物に関しては。

【辛坊】全然関係ない話で、単に個人的に相談で聞く

んですけれども、回収してくれないもので、家庭にい

て大きなもので最近困ったものが２つあって、１つは

車の上のカートップボックス、これがぶっ壊れたんで

すよ。でかい巨大なプラスチックなんですが、うちの

自治体だと１メートルよりも長いものは回収してくれ

ないんですよ。それで、もう１つが、結構大きな鉄の

塊みたいな車用のジャッキがあるんですが、これもど

こに聞いても回収してくれずに、うちの敷地内に野積

みになっているんですけど、こういうものは何とかな

らないんですかね。

【濵田】ジャッキは、ぜひ我が社へ持ってきていただ

ければ、もちろんその先は鉄系が多いものですから、

我々としては有価なものになるので処分できますけど。

カートップのやつはちょっと微妙ですね。それこそ自

治体に相談してみないと、変なことを言うと協会の理

事の立場が危うくなるので、個別に聞いてみたいと思

うんですけど。

【安井】多分電動の何かを買って、細かくちょん切る

と持っていってくれますね。

【辛坊】そうしないとだめなんですか。それでいうと、

森さん、先ほどのアメリカの例で言うと、日本の自治

体は細かく細かく分別を市民の手にさせると。それで

いて実はリサイクル率はそんなに上がっていないと。

私もアメリカに住んでいたのでわかるんですが、それ

こそマンションの中にある、ガチャンて引き出すやつ

に全部上から放り込んで、全部それで持っていってく

れると。市民の立場からすれば、そのほうがよっぽど

簡単で、そっちのほうがリサイクルが高けりゃそうし

てくれよと思うんですけど、なぜできないんですか。

【 森 】そこは本当に難しいですよね。国民感情とか

市民感情もあって、丁寧に出したいという日本人の美

徳にも通ずる部分もあると思います。でも、それが実

は物流のトラックでいうと、台数が２倍になってしま

うと。ただ、家庭でしっかり分別したほうが精度は高

いらしいですね。

【辛坊】私ね、これ実際に番組で、随分前だから、今

は改善されているんだと思いますけど、過去の話なん

ですけど、取材に行った先で、日本で一番分別の進ん

でいる自治体は三十何品目かなんかに細かく分別させ

て……。

【 森 】徳島の上勝町だと思います。

【辛坊】そして、それ全部分別したやつを、全部別々

にリサイクルするのかと思ったら、そこの自治体じゃ

ないかもしれないんですけど、ひどい自治体は分別さ

せておいて、その後１カ所に集めて同じように埋めて

いるという話があって、何なんだ、この努力はと。そ

ういう矛盾に満ちたところ、どうもこの社会は、建前

ではというところと実際にというところの乖離みたい

なものって大きくないですか。

【 森 】そうですね。もう１つ、すごく気にするのは、

アメリカは埋めるのが多いわけですね。あんまり焼か

ないと。日本は土地がないこともあって、埋めなくて

たくさん焼く、これはＣＯ２の見地からどうなのか。

いろんな要素が加わっていて、リサイクル率もあれば、

埋設か焼却か、あるいは分別化と、いろんな要素があっ

て一言では言えなくて、まさに安井先生にもお聞きし

たいんですけど、これはジレンマという言葉がありま

すけど、トリレンマという３つぐらいのいろんな要素

が絡まっているんじゃないかと思うんですけど、いか

がでしょうか。

【安井】自治体にとっちゃ、やっぱりほかのところと

違ったことをやりたいというマインドが、ある意味で

貴重な国でもあるんですよね。例えば、さっき出た徳
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島の上勝町、あそこなんかは周りが全部山だから、そ

れだけ分別ができる。ところが、やっぱりそれをまと

めてどこかに持っていくと、それほど広くないなんて

いうこともあって、結局最後は何やっているか、私も

よく知りませんけど、現実を妥協せざるを得ないとい

うことで、そういうことが起きちゃうんだと思います

ね。

ですから、自治体にとってみると自分のところでテ

リトリーが終わっているから、そこでは評価が高くて、

上勝はそれでもって、最近は知りませんけど、昔は見

学者がすごく多くて、それで観光業としてもうかった

という話もあるので、ですから、それはそれなりに合

理性はあると。

あと、埋め立ての話もまさに地域次第で、東京都は

23区と、それ以外です。多摩地域とは全然違うんです

ね。多摩地域は、あとほんのわずかしか最終処分地が

残っていないので、全部有料化して、それでエコセメ

ントといって、セメント化しているんです。したがっ

て、ほんのわずかしかないのに、あと500年分のごみ

捨てができる。

23区はべらぼうに広い最終処分地がまだ残っている

のに、あと50年と言っているんですよね。そんなもん

なんですね。ですから、何か１つでいいとか悪いとか

というよりも、自治体は非常にその中で閉じている。

だから、閉じている中ではベストを尽くしているかも

しれないけど、全体的な整合性はとれていない可能性

は多々あるという感じですね。

かく申す、私も目黒区の廃棄物審議会会長です。

【辛坊】廃棄物審議会会長は、どういうことをするわ

けですか。

【安井】どうやって減量したらいいかということをやっ

ぱり考えるんですね。要するに、市民にどういうこと

を頼もうか。ただ、23区は各区が勝手なことをやって

いるという、本当にとんでもない社会制度になってい

て、それをとにかくまず一体化しなきゃいけないとい

うので、東京都あたりにぶつぶつ文句を言っているん

ですけど、なかなか動いてくれませんね。

【辛坊】こういう根本的な疑問を呈してはいかんので

はないかと思いながら聞くんですが、３Ｒというのは、

リデュース、リユース、リサイクルですよね。一番最

初にリデュース、要するに廃棄物、ごみを減らしましょ

うというところが来るわけですが、でも濵田さん、廃

棄物が減ると商売はよくないんじゃないんですか。

【濵田】おっしゃるとおりなんですけど、現状はやっ

ぱり減っているんですよ。私がこの業界に入ってから

随分減っていまして、我々の商売も、ものからどんど

んサービスのほうに向かっていかないといけないんじゃ

ないかなと。減らすための設備であったりとか提案で

あったりとか、そういったことが仕事になってくると。

【辛坊】業界のことはよくわからないんですけれども、

全量が減りますよね。減ると処理の単価は上がるんで

すか。つまり、全体としてのトータルの経済活動とし

ては成立するわけですか。どういう状況になっている

んですか。

【濵田】今の現状をいうと、要するに少なくなった玉

をみんなでとり合っている。ただ、ある一時期すごく

下がりましたけど、今はちょっと持ち直しているよう

な気はしますね。

【辛坊】そういう意味でいうと、さっきの太陽光パネ

ルの処理なんていうことになると、薄く?いでそれぞ

れのパーツに分けていると、それなりに費用もかかる

と。そうすると、高度に持続可能なサステイナブルな

社会にしていこうと思うと、処理もやっぱり高度になっ

ていくから、逆に言うと、だんだん処理の単価も上がっ

てきて経済的にも大きな規模になっていくという可能

性は、これ、安井先生、ありますよね、将来的には。

【安井】だから、先ほども申し上げた話で、日本の場

合には最終処分地がないからというので、リサイクル、

３Ｒが始まっている歴史があって、最終処分地は多分

当分もちそうだなということになってきて、そのうち

2050年近くなってくると、今度は資源価値が相当上がっ

てくるので、しかも、自然エネルギーを大量に入れる

と、めちゃくちゃ物資食いなので、ですから、その辺

で場合によると前倒しで資源が足りなくなる可能性も

あって、そうなるとやっぱり３Ｒを再びしないと人類

は生きていけないみたいな感じになってくる可能性は

高いと思いますね。

【辛坊】つまり、３Ｒ推進ということで処理が高度に

なっていく、当然処理の単価も上がるということでい
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うと、業界としても発展しながら社会全体をサステイ

ナブルにしていくと。森さん、やっぱりそういう方向

性なんでしょうね、きっと。

【 森 】もちろん業界としてはそういう方向性だとは

思うんですが、結構２極分化とか優勝劣敗とか、つま

り未来に向けて生き残る会社と残らない会社がはっき

り分かれてくるんじゃないかなという予感がします。

これは廃棄物業界に限ってのことではないとは思いま

すけど。

【辛坊】そんな中、今日の大きなテーマは「持続可能

な大阪に向けた市民参画はどうあるべきか」というこ

とで、持続可能な大阪づくりのためにどういうアイデ

アがあるか、ここは皆さんにアイデアの競演をお願い

したいというコーナーなんですが、いきなりそんなこ

とを言っても答えられるかよというように、下を向か

ないでください、お願いしますよ。

専門家の安井先生から行きましょうか。

【安井】さっき森さんから西海岸の話ががありまして、

確かにシアトルというかワシントン州と、それからオ

レゴン州、その下にカリフォルニア州があるんですけ

ど、西海岸は文化的にアメリカじゃないですよね。変

なところですよ。それゆえに、やっぱりああいうこと

ができるんですよね。それで、彼らのキャラクターと

どう分析するのがいいか、ちょっとあんまり私もよく

わかんないんだけど、多分言えるのは、平均的には学

歴は高い。それから、あと反中央的な感じが相当する、

だから独自性を非常に高めようとしているような気が

する。だから、あそこに行ってみると、ヨーロッパと

あんまり変わらない。例えばヨーロッパはレジ袋出て

こないけど、同じく出してくれるけど、嫌々みたいな

感じかな。今だとどうなっているか、最近はあんまり

西海岸へ行ってないので知りませんが、そんなような

感じかなと思います。要するに、地域文化というのを

生かしているんだと思うんだな。地域のニーズがある

んだと思うんですよ。

だから、そこで大阪の地域文化というのは、私は実

を言うとよくわからなくて、選挙の結果なんかを見て、

どうしてだろうと疑問に思っていたりするんです。横

山ノック以来なんですけどね。そんなこと言うと怒ら

れるけど、やっぱり大阪人には「けち」というものす

ごい文化があるんじゃないかなと思うけど、どうなん

ですかね。もしそれがあるなら、「けち」も身のため

じゃなくて、地球の身のためになった「けち」という

哲学つくってくんないかなという気がするんだけど、

ほかの人のためには「けち」になれないですかね。

【辛坊】いや、そんなことないです。そういう意味で

いうと、反中央は１つキーワードですけれども、まさ

にそういう意味では、大阪には独自に何とかしようと

いう土壌がありますから、これはいいアイデアだなと。

結局のところ、やっぱりこの問題は市民の意識をどう

高めるか。結局、文化力であったり、民度であったり、

突き詰めるとそういうところに行くということですよ

ね、安井さん。

【安井】そのとおりです。

【辛坊】続いて、森さん、お願いします。

【 森 】冒頭で申し上げたとおり、関西、大阪出身な

ので常々、大阪や関西のことは気になるんですけど、

やはり社会的課題先進地域なんですね。生活保護の割

合が多かったりとか、景気のぶれも大きいし、あるい

は企業収益の面でも課題もあると。でも、だからこそ

皆さんの力を結集してという力は、やっぱり東京より

強いんじゃないかなという気がします。ですので、先

ほど来申し上げているオープンイノベーションとかパー

トナーシップ、つまり、みんなで力を合わせて問題に

取り組むということはものすごく大事になってくるん

じゃないかなと思います。

ソーシャルセクターという言い方も最近はあって、

ＮＰＯあるいはソーシャルビジネスとかソーシャル・

アントレプレナーとか、これは冒頭で申し上げたHo

medoorというＮＰＯの川口加奈さんは、あいりんの

ホームレスの仕事の雇用創出しているＮＰＯをつくっ

た方なんですけど、何と今、まだ24歳。運動を始めた

のは14歳という、ものすごい早熟な、でもすばらしい

女性なんですが、ああいった形がもし大阪で広がって

いけば、これは多分ソーシャルイノベーションだと思

うんですけど、関西初のこういうビジネスモデルがた

くさん外へ出ていくことが、１つのこれからあるべき

姿なんじゃないかなと思いました。

【辛坊】そういえば、関西は本当に先進地域で、いい

ことも悪いことも大体大阪から始まっていると。古く

は先物取引なんて、全世界で一番最初に生まれたのは

大阪船場の米問屋、世界最初のノーパン喫茶も大阪で

すし、いいことも悪いことも大阪で生まれる。そうい

えば、プラスもマイナスも先進地域であるということ

は間違いないので、その大きな国民的問題がもし大阪

で解決できれば、その方法が見つかれば、まさにモデ

ルケースになれる地域であると。そういう見方はでき

るのかなという感じはいたしますが、さあ、濵田さん、

お願いします。

【濵田】多分、大阪に限ったことではないと思うんで
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すけど、我々の仕事は市民から見ると、産業廃棄物の

処理はわかりにくいんですよね。そういう意味では、

先ほどやはり処理が高度になるとコストが上がってく

るという話もあるんですけど、そんな中で、安かろう

悪かろうのほうが選ばれるんですよね、今までは。当

然捨てるものに対するコストなんて安いほうがいいわ

けなんですけれども、じゃ、どうやったら我々のやっ

ていることが選ばれるかというのは、やっぱり理解し

てもらうしかないと思うんですね。それは非常に地道

な作業になってきて、先ほど大阪ガスさんの取り組み

なんかでも、やっぱり若い世代、あるいは子供に持続

可能な社会、まあ、彼らの時代になりますので、僕ら

はもう30年ほどすればこの世からいなくなりますので、

彼らの時代に何をしないといけないのか。そういった

時に、そういう高度なリサイクルとか質のいいリサイ

クルを選んでもらうためにはどうしたらいいのかとい

うのは、やはりそういうことをわかってもらうことが

大事なんじゃないかなと思っています。

地元高槻では、「こどもとしごと」というのを商店

街でやっているんですね。例えば喫茶店の職業体験を

小学生にしてもらうと。それで、うちの本社は商店街

に近いもんですから、「濵田さん、何かできることな

い」と言われて、そしたら例えば、障害者用にうちが

持っている電線の皮をむく機械があるんですよ。これ

なら小学生でもできるかなと。そういった職業体験を

通じて、リサイクルを子供たちに理解してもらうと。

もしかしたら、そういう地道な活動も大事なんじゃな

いかなと思ったりします。

あと、協会の事務局からは、しっかりアピールして

くれと言われたんですけど、やっぱりそういう啓蒙活

動ということで、例えばこの秋に大阪マラソンがあっ

たんですけれども、こういった時に沿道でテープとか

ペットボトルとか、いろんなものが廃棄されるんです

けれども、そういったものを産廃協会のほうは、あれ

は大阪市なんですけど、あんまり予算がないので、我々

が無償でパッカー車を出したりとかして、それを回収

するボランティアをやったりとか、あるいは大阪の公

共の処分場の跡に共生の森というのをつくって、そこ

で食事をしたり、そこの草刈りをやったりとか、そう

いった我々の活動を市民の人にもできるだけ知っても

らうことによって、そういうしっかりした業者が選ば

れるような世の中をつくっていくということが大事な

んじゃないかなと思う次第です。

【辛坊】今、キーワードとして一番最初におっしゃっ

た、安かろう悪かろうが選ばれる世ではだめだと。安

かろう悪かろうということになると、当然資源はただ

埋め立てられて終わりということになってしまいかね

ない。そうすると持続可能ではなくなってしまう。やっ

ぱり持続可能な社会づくりのためには、高品質で未来

のために資源化するような、そんな方向性でいいもの

が選ばれる。そういう意味でいうと、安井先生が一番

最初におっしゃった文化、市民の意識をどう高めてい

くかというところに、おそらくこの話は収れんしてい

くんだろうと思います。

ということで、皆さんに参加していただきながら、

３Ｒ推進フォーラムの３回目、「地域における３Ｒ社

会の未来」ということで、パネルディスカッション、

「サステイナブルな大阪へ、私たちのこれから」こう

いう大テーマで進めてまいりました。

時間が迫ってきました。最後に、いろいろ言い残さ

れたこともおありになろうと思います。一言ずつ締め

のコメントをいただいて、このパネルディスカッショ

ンを終わりたいと思います。

それでは、お座りの順で、濵田さんからお願いいた

します。

【濵田】じゃ、まあ、一言で言いますと、私は好きな

言葉に「一燈照隅 万燈照国」という言葉があるんで

すが、自分ができることは片隅を照らすことしかでき

ないと。でも、そういう同じ志が集まったら国をも照

らすという仏教の言葉らしいんですけれども、まさに

我々がやっているような仕事は、非常に地味で地域に

根差しているので、本当に片隅を照らすような活動で

も、みんなで力を合わせれば、最終的には国も明るく

なるんじゃないかなと、そういう方向に向かっていく

んじゃないかなと思いますので、これからもそういう

地域に根差した地道な活動を続けていきたいなと思っ

ております。

【辛坊】はい、ありがとうございました。

それでは、森さん、お願いします。
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【 森 】これも前半のほうで申し上げたんですけど、

ＣＳＲイコール企業の社会的責任という訳になってい

るんですけど、それもいいんですけど、むしろ社会対

応力ということを申し上げました。

実は、これはコンプライアンスとすごく密接な関係

があるんです。なぜかというと、コンプライアンスと

いうのは法令遵守だけじゃないんです。法令遵守はあ

る意味当たり前だと思うんですけど、要は社会の声を

聞くのが広義のコンプライアンスなんですね。ですの

で、企業の方もたくさんいらっしゃると思います。そ

うではない方もいらっしゃるとは思うんですが、もし

皆さんが企業の経営者あるいはスタッフでおられるな

らば、ぜひ周りの地域、あるいはもう少し大きな大阪、

あるいは関西という枠組みの社会の声を聞いていただ

きたいんです。そして、共通の社会的な課題に対応す

ることで、当然地域にとってもプラスなんですけど、

実はそれが皆さんの会社にとってもプラスになる。つ

まり新しい事業が生まれるという可能性もあるわけな

んですね。ですので、ＣＳＲって堅苦しいなと、よく

言われるんです。押しつけがましいとも言われるんで

すけど、まずは地域の声、社会の声を聞きましょうと

いうのが原点なので、それだけちょっと覚えて帰って

いただければ、すごく僕としてはうれしいです。あり

がとうございます。

【辛坊】ありがとうございました。

それでは、安井さん、お願いします。

【安井】それでは、短くいきましょう。先ほど実を言

うと、辛坊さんにある程度まとめを言っていただいた

んですけれども、地域文化というのは、やっぱりこの

地域でうまく成功のプロジェクトなり何なりをつくる

には大変重要ですから、それをとにかく重要視しつつ、

でもやっぱり日本全国あるいは地球全体に共通の未来

予想図というのを描いておかないといけないなという

気はするんですよね。だから、地域文化掛ける未来予

想図でもって、それで大阪流の３Ｒ哲学というものを

つくり、地域文化に基づいているのであれば、当然だ

けど市民に共有されるでしょうと、こういうことを期

待して、東京人としての発言を終わりたいと思います。

【辛坊】ありがとうございました。大変勉強になりま

した。一番最初に濵田さんに教えていただいた静脈産

業という、我々は普通マスコミで仕事をしていると、

そんなことぐらい知っておかなきゃいけないんですが、

イメージとして、今日ははっきりと世の中に大量に送

り出されるものというものは、ある意味動脈に乗った

血液であって、それは静脈に乗せてもう一遍体内を循

環させてやらないと、それは人間の体が持続可能では

ないのと、社会の構造は全く同じなんだなと。そうい

う市民一人一人が同じ意識を共有するところから、多

分、持続可能な社会が生まれていくんだろうなと痛感

いたしました。大変勉強させていただきました。あり

がとうございました。

どうぞ、パネリストのお三方、そして途中でプレゼ

ンテーターで加わっていただきました当麻さん、大き

な拍手をお願いいたします。どうもありがとうござい

ました。（拍手）

【司会】改めまして、ありがとうございました。

【辛坊】ありがとうございました。
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STOP！転倒災害！
STOP！転倒災害プロジェクトによる転倒災害の防止について

厚生労働省と労働災害防止団体は、平成29年までに休業４日以上の死傷災害を平成24年比で15%以上減

少させることを目標とした第12次労働災害防止計画達成の取組を進めていますが、仕事中の転倒が原因で

４日以上仕事を休んだ方は25,878人（平成25年）で、休業４日以上の労働災害全体の22％を占め、平成20

年（24,792人・19％）と比較して、人数、割合ともに拡大。平成26年（12月末日現在速報値）も、前年同

期と比較して3.5％増加しています。

このような状況を踏まえ、厚生労働省及び労働災害防止団体では、昨年取り組んだ「STOP！転倒災害

プロジェクト2015」を、期限を設けずに継続することとし、本年から「STOP！転倒災害プロジェクト」

として取り組むこととなりました。つきましては、本プロジェクトの趣旨をご理解の上、特段のご配慮を

賜りますようお願いします。

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html

なお、転倒災害防止のため、事業所の皆様に役立つ情報が、中央労働災害防止協会の特設サイトで提供

されておりますので、労働災害防止により一層努めていただきますようお願いします。

https://www.jisha.or.jp/campaign/tentou/index.html

産業廃棄物処理業における事故の型別死傷災害発生状況

平成26年

厚生労働省「労働者死傷病報告」によりますと、平成26年の産業廃棄物処理業における型別死傷災害で転

倒が占める割合は12.3%となっており、早急な対応が求められています。
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行政情報
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環廃産発第1511242号

平成27年11月24日

各都道府県・各政令市廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の

一部改正等について（通知）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成27年環境省令第35号）

及び環境大臣の定めるポリ塩化ビフェニル汚染物（平成27年環境省告示第135号）は、本年11月

24日に公布され、PCB廃棄物に係る規定については本年12月14日から、産業廃棄物処理施設の設

置者に係る一般廃棄物処理施設の特例に係る規定については、同日から施行されることとなった。

ついては、左記事項に留意の上、その運用に遺漏なきを期されたい。

なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術

的な助言であることを申し添える。

記

第一 改正の趣旨

ポリ塩化ビフェニル（以下「PCB」という。）が使用された安定器が廃棄物となったもの（以

下「PCB使用廃安定器」という。）の分解又は解体については、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物が使

用された廃安定器の分解又は解体について（通知）」（平成26年９月16日付け環廃産発第14091618

号本職通知。以下「PCB使用廃安定器通知」という。）において、PCB使用廃安定器の適正な処

理に係る留意点を周知したところであるが、今般、当該内容について廃棄物の処理及び清掃に関

する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号。以下「規則」という。）等において、改めて処理

基準等として位置づけることとした。併せて、平成24年８月のPCB廃棄物適正処理推進に関する

検討委員会の報告書（以下「報告書」という。）等を受けて、低濃度PCB廃棄物の燃焼条件の適

正化について技術上の基準及び維持管理基準を改正することとした。

また、産業廃棄物処理施設の設置者に係る一般廃棄物処理施設の特例について、災害廃棄物に

係る分別の特例を設けることとした。
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第二 PCB廃棄物の処理に係る規則等の改正について

１ PCB使用廃安定器に係る処理基準等の改正について

（１）改正の内容

PCB使用廃安定器については、環境省調査により、PCBが封入されているコンデンサ以外

の部位にも、PCBによる汚染が生じていることが分かった。これを受け、コンデンサ充填材

固定型安定器及びコンデンサ外付け型安定器のそれぞれについて、PCB使用廃安定器通知に

より、前者については分解又は解体作業は認めるべきではないこととし、後者については、

原則禁止とした上で、一定の条件を満たした場合には例外的に認めることとした。

これを受けて、特別管理産業廃棄物の積替えに係る基準及び保管基準において、ポリ塩化

ビフェニル汚染物であつて環境大臣が定めるものにあつては、人の健康又は生活環境に係る

被害が生じないように形状を変更しないこととした（規則第８条の10及び第８条の13）。な

お、環境大臣が定めるものは、廃蛍光ランプ用安定器、廃水銀ランプ用安定器又は廃ナトリ

ウムランプ用安定器であって、かつ、ポリ塩化ビフェニルが付着し、又は封入されたもの

（コンデンサと充填物の接合が電線のみにより行われているものであって、膨張、腐食等に

より、当該コンデンサからポリ塩化ビフェニルの漏えいが認められないものを除く。）とし

た（平成27年環境省告示第135号）。

これにより、原則、廃蛍光ランプ用安定器、廃水銀ランプ用安定器又は廃ナトリウムラン

プ用安定器であって、かつ、ポリ塩化ビフェニルが付着し、又は封入されたPCB使用廃安定

器について、PCB廃棄物の保管場所からPCB廃棄物の処分施設に持ち込むまでの間において

は、分解又は解体作業等により形状を変更してはならないこととなった。ただし、目視によ

り、膨張、腐食、油にじみ等コンデンサの形状及び性状に変化が生じていないことが確認で

きた場合において、安定器から外付けのコンデンサを取り外すことができる場合であって、

かつ、高濃度のPCBを封入したコンデンサと、そのPCBに汚染された可能性があるものの

PCB濃度は低濃度であると考えられるコンデンサ以外の部分に分解又は解体できるものにつ

いては、当該コンデンサをそれ以外の部分から取り外すことができる。ただし、この場合で

あっても、PCB使用廃安定器通知の２（１）及び（２）の要件を遵守する必要があることに

留意されたい。

（２）違反事例に対する対応

（１）に違反した事例については、その状況に応じて、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）第12条の２第１項又は第２項違反になるこ

とから、違反行為を把握した場合には、生活環境の保全上の支障の発生又はその拡大を防

止するため速やかに行政処分（改善命令等）を行われたい。

２ 低濃度PCB廃棄物の焼却処理に係る技術上の基準及び維持管理基準について

法第15条第１項に規定される産業廃棄物処理施設の都道府県知事等の設置許可について、

許可対象となる廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）第７条

第12号に定める廃ポリ塩化ビフェニル等、ポリ塩化ビフェニル汚染物又はポリ塩化ビフェニ

ル処理物の焼却施設の技術上の基準及び維持管理基準について、現行では、いずれの基準に

ついても、PCB廃棄物の燃焼条件を1,100℃以上で２秒以上滞留と規定している。

今般、報告書及び実証試験の結果等を踏まえ、低濃度PCB廃棄物（無害化処理に係る特例

の対象となる一般廃棄物及び産業廃棄物（平成18年環境省告示第98号）第２項第１号から第

３号までに掲げる産業廃棄物をいう。以下同じ。）に限っては850℃以上で２秒以上滞留とす
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る旨、新たに規定することとする（規則第12条の２（技術上の基準）及び第12条の７（維持

管理基準））。

第三 産業廃棄物処理施設の設置者に係る一般廃棄物処理施設の特例について

法第15条の２の５第２項において、非常災害により生じた廃棄物の適正な処理を確保しつつ、

円滑かつ迅速に処理するための必要な応急措置として、産業廃棄物処理施設の設置者は、当該施

設において処理する産業廃棄物と同様の性状を有する一般廃棄物として環境省令で定めるものを

処理する場合には、事後の届出でその処理施設を当該一般廃棄物を処理する一般廃棄物処理施設

として設置できることとされている。

しかし、環境省令で定める当該一般廃棄物が、他の一般廃棄物と分別して収集されたものに限

ることとされていたため、非常災害時においても、産廃処理施設で受け入れる災害廃棄物につい

て、排出現場から仮置き場まで運び出されるまでの間、一律に、他の一般廃棄物と分別して収集

することを求めることとなり、迅速な災害廃棄物の処理に支障を生じるおそれがあった。

そこで、非常災害時に市町村から委託を受ける等により災害廃棄物の処理を行う場合に限り、

処分までの間に他の一般廃棄物と分別されたものについては、当該一般廃棄物が他の一般廃棄物

と分別して収集されたことを求めないことした（規則第12条の7の16）。
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事 務 連 絡

平成27年12月３日

各都道府県・各政令市産業廃棄物行政主管部（局） 御中

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

産業廃棄物課適正処理・不法投棄対策室

廃水銀等の特別管理産業廃棄物への指定について

平素から、産業廃棄物行政に御協力いただき、厚く御礼申し上げます。

平成27年２月の「水銀に関する水俣条約を踏まえた今後の水銀廃棄物対策について（答申）」を

踏まえ、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令及び施行規則等の一部を改正することとし、

パブリックコメントの実施（実施期間：平成27年９月14日～10月13日）を経て、「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令」が11月６日に閣議決定され、同月11日に公

布されました。現在、施行規則等を改正する省令等の公布に向けた作業を行っているところであ

り、本年中の公布を予定しております。

閣議決定のお知らせ及びパブリックコメント結果の掲載ページ：

http://www.env.go.jp/press/101621.html

今般の改正では、廃水銀等（特定の廃水銀及び廃水銀化合物）及びその処理物（詳細は別紙参

照。）を特別管理産業廃棄物として新たに指定しています。廃水銀等の特別管理産業廃棄物への

指定並びにその収集運搬基準及び保管基準については、水俣条約の発効日又は平成28年４月１日

のいずれか早い日を施行日としています。施行日以降、当該廃水銀等の収集運搬を業として行お

うとする事業者は、特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可を受けなければならず、また、当該廃

水銀等を生ずる事業場を設置している事業者は、当該事業場毎に、特別管理産業廃棄物管理責任

者を置かなければなりません。

よって、現在廃水銀等を収集運搬する事業者が貴管内に存在する場合、施行日までに特別管理

産業廃棄物収集運搬業の許可等に係る新たな対応が必要となると考えられます。貴部局において

は、廃水銀等の適正処理を円滑に進める観点から、廃水銀等の排出状況の把握、事業者への周知、

業許可申請への対応等、必要な準備を進めていただきますようお願い申し上げます。なお、施行

規則等を改正する省令等の公布後に、貴部局に対し施行通知を改めて発出する予定です。

【担当】

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

産業廃棄物課 適正処理・不法投棄対策室

渡辺、齋藤、葛本（くずもと）

電話：03－5501－3157

E-mail：hairi-tekisei@env.go.jp
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（別紙）

新たに特別管理産業廃棄物に指定される廃水銀等

○廃棄物処理法施行令第２条の４第５号ニ

廃水銀等（廃水銀及び廃水銀化合物であって、人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそ

れがある性状を有するものとして環境省令で定めるもの（＊１）をいう。以下同じ。）及び当該

廃水銀等を処分するために処理したもの（環境省令で定める基準（＊２）に適合しないものに限

る。）

（＊１）環境省令で以下のとおり定める予定です。

①以下の施設において生じた廃水銀又は廃水銀化合物（水銀使用製品が産業廃棄物となったもの

に封入された廃水銀又は廃水銀化合物を除く。）

一 水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀を回収するた

めの施設

二 水銀使用製品の製造の用に供する施設

三 灯台の回転装置が備え付けられた施設

四 水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品を除く。）を有する施設

五 国又は地方公共団体の試験研究機関

六 大学及びその附属試験研究機関

七 学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験研究を行う研

究所

②水銀若しくはその化合物が含まれている産業廃棄物又は水銀使用製品が産業廃棄物となったも

のから回収した廃水銀

（＊２）環境省令で以下のとおり定める予定です。

水銀の精製設備を用いて行われる精製に伴って生じた残さであることとする。

廃水銀等の収集運搬基準及び保管基準について

○収集運搬基準及び保管基準（令第３条、第４条の２、第６条及び第６条の５関係）

収集運搬については、廃棄物の飛散流出防止等の特別管理産業廃棄物に係る一般的な収集運搬

基準に加え、以下のとおり施行令で定めており、環境省令で下線部のとおり定める予定です。

・運搬容器に収納して収集し、又は運搬すること

・運搬容器は、密閉できることその他の環境省令で定める構造（収納しやすいこと及び損傷し

にくいこと）を有すること積替え又は保管及び排出現場における保管については、廃棄物の

飛散流出防止等の特別管理産業廃棄物に係る一般的な収集運搬基準に加え、環境省令で下線

部のとおり定める予定です。

・容器に入れて密封することその他の当該廃棄物の飛散、流出又は揮発の防止のために必要な

措置を講ずること

・高温にさらされないために必要な措置を講ずること

・腐食の防止のために必要な措置を講ずること
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環廃対発第1512211号

環廃産発第1512212号

平成27年12月21日

各都道府県・各政令市廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課長

産業廃棄物課長

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を

改正する政令等の施行について（通知）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成27年政令第376号。以

下「改正政令」という。）が平成27年11月11日に公布されたところであり、また、これに伴い廃

棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成27年環境省令第40号）、

特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物の処分又は再生の方法として環境大臣が定める方法

の一部を改正する告示（平成27年環境省告示第141号）及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行規則第一条第二項及び第一条の二第十三項の規定に基づき環境大臣が定める方法の一部を改

正する告示（平成27年環境省告示第142号）等は、平成27年12月21日に公布され、廃水銀及び廃

水銀化合物（以下「廃水銀等」という。）並びに当該廃水銀等を処分するために処理したものの

特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物への指定並びにその収集運搬に係る処理基準及び保

管基準については水銀に関する水俣条約が日本国について効力を生ずる日又は平成28年４月１日

のいずれか早い日から施行されることとなった。

ついては、下記事項に留意の上、その運用に遺漏なきを期するとともに、貴管内市町村等に対

しては、貴職より周知願いたい。

なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術

的な助言であることを申し添える。

記

第一 改正の趣旨

平成25年10月の「水銀に関する水俣条約」の採択を受け、早期にこれを締結し、条約の趣

旨を踏まえた包括的な水銀対策の実施を推進すべく、平成26年３月に中央環境審議会に「水

銀に関する水俣条約を踏まえた今後の水銀対策について」が諮問され、同諮問は循環型社会

部会及び関係の部会に対し付議された。これを受け、循環型社会部会に「水銀廃棄物適正処

理検討専門委員会」が設置され、審議が進められ、平成27年２月に中央環境審議会会長から

環境大臣へ「水銀に関する水俣条約を踏まえた今後の水銀廃棄物対策について（答申）」（以

下「答申」という。）として答申がなされた。答申では、水銀に関する水俣条約を踏まえた

今後の水銀廃棄物対策について、水銀に関する水俣条約における規定及び我が国が目指すべ

き方向性並びに我が国における水銀廃棄物の状況を踏まえ、その環境上適正な処理の在り方
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として金属水銀及び高濃度の水銀含有物を廃棄物として処分する際の環境上適正な処理方法

並びに水銀使用廃製品の環境上適正な管理の促進方策等、必要な対策や今後の課題が取りま

とめられた。

答申を踏まえ、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号。以下

「令」という。）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号。

以下「規則」という。）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第一条第二項及び第一

条の二第十三項の規定に基づき環境大臣が定める方法（平成12年厚生省告示第４号）及び特

別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物の処分又は再生の方法として環境大臣が定める方

法（平成４年厚生省告示第194号。以下「第194号告示」という。）等を改正することにより、

廃水銀等及び当該廃水銀等を処分するために処理したもののうち一定ものを特別管理一般廃

棄物又は特別管理産業廃棄物に指定し、その処理基準及び保管基準を規定するとともに、水

銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等の処理基準の規定並びに廃水銀等の硫化施設

の産業廃棄物処理施設への指定等を行うものである。

なお、改正政令のうち、特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀

等の収集運搬に係る処理基準及び保管基準については水銀に関する水俣条約が日本国につい

て効力を生ずる日又は平成28年４月１日のいずれか早い日から施行されるが、特別管理一般

廃棄物又は特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等及び当該廃水銀等を処分するために処

理したものの中間処理並びに最終処分に係る処理基準、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含

有ばいじん等の処理基準並びに廃水銀等の硫化施設の産業廃棄物処理施設への指定等につい

ては平成29年10月１日から施行されることから、本通知においては、特別管理一般廃棄物又

は特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等の収集運搬に係る処理基準及び保管基準に係る

改正内容及び留意事項について示すこととする。

第二 改正の内容

１ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物への指定（令第１条及び第２条の４関係）

（１）特別管理一般廃棄物への指定

水銀又はその化合物が使用されている製品（以下「水銀使用製品」という。）が一般廃

棄物となったものから回収した廃水銀及び当該廃水銀を処分するために処理したもの（環

境省令で定める基準に適合しないものに限る。）を新たに特別管理一般廃棄物に指定した。

ここでは、市町村等により分別回収された水銀使用製品が一般廃棄物となったものから回

収した廃水銀を想定しており、一般家庭で水銀使用製品が破損し漏洩した廃水銀は該当し

ない。

また、環境省令で定める基準は、環境大臣が定める方法により処理したものであること

とし、同方法として、第194号告示第１号に「精製設備を用いて精製した上で、硫化設備

を用いて十分な量の粉末状の硫黄と化学反応させるとともに、化学反応により生成する硫

化水銀について、固型化設備を用いて十分な量の結合剤を加えることにより固型化する方

法」と規定した。

なお、特別管理一般廃棄物に指定された廃水銀及びその処理物は、新たに追加する処分

基準（改正後の令第３条第３号及び第４条の２第２号）に従い、第194号告示第１号で定

める方法で処理の上、一般廃棄物として埋立処分を行うこととされているところ、上記の

処分基準については、平成29年10月１日から施行されることに留意されたい。
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（２）特別管理産業廃棄物への指定

次の①～③に該当する廃水銀等及び当該廃水銀等を処分するために処理したもの（環境

省令で定める基準に適合しないものに限る。）を新たに特別管理産業廃棄物に指定した。

① 特定の施設において生じた廃水銀等（水銀使用製品が産業廃棄物となったものに封入

された廃水銀等を除く。）

次表の施設において生じた廃水銀等であって、水銀使用製品が産業廃棄物となったも

のに封入された廃水銀等を除くものが該当すること。

なお、表中第一号に掲げる施設において生じた廃水銀等とは、例えば、回収した時点

で廃棄物として取り扱われていなかった水銀が水銀需要の低下等により廃棄物となった

ものを想定している。表中第四号に掲げる水銀を媒体とする測定機器とは、水銀が使用

されている備え付けのポロシメータ等を想定しており、水銀温度計等の水銀使用製品で

ある測定機器は該当しない。表中第五号から第七号に掲げる施設において生じた廃水銀

等は、廃試薬等を想定している。ただし、その他の廃水銀等（水銀使用製品が産業廃棄

物となったものに封入された廃水銀等を除く。）についても、表に掲げる施設において

生じた場合には全て特別管理産業廃棄物に該当する。

② 水銀若しくはその化合物が含まれている産業廃棄物又は水銀使用製品が産業廃棄物と

なったものから回収した廃水銀

水銀若しくはその化合物が含まれているばいじん、燃え殻、汚泥等の産業廃棄物又は

水銀使用製品が廃棄物となったものから廃棄物処理施設等で回収した廃水銀が該当する

こと。なお、水銀使用製品の破損により漏洩した廃水銀は該当しない。

③ 廃水銀等を処分するために処理したもの（環境省令で定める基準に適合しないものに

限る。）

上記①又は②に該当する廃水銀等を処分するために処理したものであって、環境省令

で定める基準に適合しないものは特別管理産業廃棄物に該当すること。

また、環境省令で定める基準は、水銀の精製設備を用いて行われる精製に伴って生じ

た残さであることとした。

具体的には、例えば、廃水銀等を硫化及び固型化したものは特別管理産業廃棄物に該

当し、廃水銀化合物をばい焼施設等により精製した際に生じた残さは特別管理産業廃棄

物に該当しない。

２ 特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集運搬に係る処理基準及び保管基準の追

加（令第４条の２第１号及び第６条の５第１項第１号関係）

（１）収集運搬に係る処理基準

一
水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀を回

収するための施設

二 水銀使用製品の製造の用に供する施設

三 灯台の回転装置が備え付けられた施設

四 水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品を除く。）を有する施設

五 国又は地方公共団体の試験研究機関

六 大学及びその附属試験研究機関

七
学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験研究

を行う研究所
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① 特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等について、廃棄物

の飛散流出防止等の特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物の一般的な収集運搬に

係る処理基準に加え、常温で液体であり、揮発するという水銀の特性に鑑み、以下の基

準を設けることとした。

ア 運搬容器に収納して収集し、又は運搬すること。

イ 運搬容器は、密閉できることその他の構造（収納しやすいこと及び損傷しにくいこ

と）を有するものであること。

② 特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等の積替え又は保管

に当たっては、特別管理一般廃棄物又は特別管理産業廃棄物の一般的な積替え又は保管

基準に加え、常温で液体であり、揮発するという水銀の特性に鑑み、以下の基準を設け

ることとした。

ア 容器に入れて密封することその他の当該廃棄物の飛散、流出又は揮発の防止のため

に必要な措置を講ずること

イ 高温にさらされないために必要な措置を講ずること

ウ 腐食の防止のために必要な措置を講ずること

（２）事業場の保管場所における特別管理産業廃棄物の保管基準

特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等を排出する事業場において、当該廃棄物が運

搬されるまでの間に保管を行う場合には、廃棄物の飛散流出防止等の特別管理産業廃棄物

の一般的な保管基準に加え、上記②ア～ウの基準を設けることとした。

第三 その他の留意事項

１ 特別管理産業廃棄物処理業の許可について

現に産業廃棄物処理業又は特別管理産業廃棄物処理業の許可を有している者が、新たに特

別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等又は当該廃水銀等を処分するために処理したものの

処理を改正政令の施行後に行おうとする場合には、特別管理産業廃棄物処理業の許可又は事

業範囲の変更の許可が必要となるため、速やかに所要の手続きをとるよう指導されたいこと。

特別管理産業廃棄物処分業の許可又は事業範囲の変更の許可においては、当該産業廃棄物処

分業者又は特別管理産業廃棄物処分業者における処分方法が、廃水銀等又は当該廃水銀等を

処分するために処理したものを適正に処分できることを確認した上で許可されたいこと。併

せて、特別管理産業廃棄物に指定された廃水銀等及び当該廃水銀等を処分するために処理し

たものに関する新たな埋立処分に係る処理基準（改正後の令第６条の５第１項第３号）は平

成29年10月１日から施行されることに留意されたいこと。

２ 特別管理産業廃棄物管理責任者の設置について

廃水銀等及び当該廃水銀等を処分するために処理したものが特別管理産業廃棄物に指定さ

れたことにより新たに特別管理産業廃棄物を生ずることとなった事業場を設置している事業

者は、当該特別管理産業廃棄物に関する業務を適切に行わせるため、規則第８条の17に規定

する資絡を有する特別管理産業廃棄物管理責任者を置かなければならないこと。

３ 特別管理産業廃棄物である廃水銀等に該当しないものについて

新たに指定された特別管理産業廃棄物に該当しない廃水銀等の収集運搬及び保管に当たっ

ては、現行の処理基準が適用されるが、特別管理産業廃棄物である廃水銀等に準じ、生活環

境保全上適正に扱われることが望ましいこと。



C L E A N L I F E

ADMINISTRATION INFORMATION

2016.3CleanLife 31

環廃対発第1512253号

環廃産発第1512254号

平成27年12月25日

各都道府県・各政令市廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課長

産業廃棄物課長

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則等の一部を

改正する省令等の施行について（通知）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則等の一部を改正する省令（平成27年環境省令第42

号。以下「改正省令」という。）が平成27年12月25日に公布されたところであり、また、これに

伴い産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法の一部を改正する件（平成27年環境省告示第145号）

及び特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法の一部を改正する件（平

成27年環境省告示第146号）が平成27年12月25日に公布され、平成28年３月15日から施行される

こととなった。

ついては、下記事項に留意の上、その運用に遺漏なきを期するとともに、貴管内市町村等に対

しては、貴職より周知願いたい。

なお、本通知は地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術的

な助言であることを申し添える。

記

第一 改正の趣旨

環境基本法（平成５年法律第91号）第16条第１項に基づく環境基準について、水質汚濁に

係る環境基準についての一部を改正する件（平成23年環境省告示第94号）及び地下水の水質

汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件（平成23年環境省告示第95号）が平成23年

10月27日に公布され、カドミウムの公共用水域の水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環

境基準の基準値及び地下水の水質汚濁に係る環境基準の基準値が変更された。

今次改正はこれを踏まえ、カドミウム又はその化合物を含む特別管理産業廃棄物（廃棄物

の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。）第２条第５項に定める特別管理産業

廃棄物をいう。以下同じ。）等に係る基準を変更するものである。

また、一般廃棄物最終処分場（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令

第300号。以下「令」という。）第５条第２項に規定する最終処分場をいう。以下同じ。）及

び管理型最終処分場（令第７条第14号ハに規定する最終処分場をいう。以下同じ。）から排

出される放流水の基準について、カドミウム及びその化合物に係る基準の変更を行うほか、

廃棄物最終処分場（一般廃棄物最終処分場、遮断型最終処分場（令第７条第14号イに規定す
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る最終処分場をいう。）、安定型最終処分場（令第７条第14号ロに規定する最終処分場をいう。

以下同じ。）及び管理型最終処分場をいう。）の周縁の地下水の基準並びに安定型最終処分場

の浸透水の基準について、カドミウムに係る基準の変更を行うものである。

第二 改正の内容

１ 特別管理産業廃棄物の判定基準の変更（令第２条の４関係）

カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物に関する特別管理産業廃棄物の判定基準につ

いては、カドミウム又はその化合物を含む燃え殻、ばいじん、鉱さい、汚泥及びカドミウム

又はその化合物を含む廃棄物を処分するために処理したものであって廃酸又は廃アルカリ以

外のものにあっては溶出濃度を0.3㎎/Lから0.09㎎/Lに変更し、カドミウム又はその化合物

を含む廃酸及び廃アルカリ並びにカドミウム又はその化合物を含む廃棄物を処分するために

処理したものであって廃酸又は廃アルカリに該当するものにあっては含有濃度を１㎎/Lか

ら0.3㎎/Lに変更したこと。

２ 産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の埋立処分基準等（令第６条及び第６条の５関係）

カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の埋立処分の場所を

判定する基準を溶出濃度で0.3㎎/Lから0.09㎎/Lに変更し、この基準以下の廃棄物は公共の

水域及び地下水の汚染を防止するための措置が講じられた場所に埋め立てることができるこ

ととしたこと。一方、この基準に適合しない廃棄物は公共の水域及び地下水と遮断されてい

る場所に埋め立てなければならないこと。

また、カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物の海洋投入処分に係る判定基準につい

ては、令第６条第１項第４号イ（１）（イ）に掲げる汚泥のうち別表第３の２第１号に掲げる

施設において生じた汚泥及び同号イ（３）に掲げる動植物性残さにあっては含有濃度を0.1

㎎/kgから0.03㎎/kgに変更し、同号イ（１）（イ）に掲げる汚泥のうち別表第３の２第２号

に掲げる施設において生じた汚泥及び同号イ（１）（ロ）に掲げる汚泥にあっては溶出濃度を

0.01mg/Lから0.003mg/Lに変更し、同号イ（２）に掲げる廃酸及び廃アルカリ並びに同号

イ（４）に掲げる家畜ふん尿にあっては含有濃度を0.1㎎/Lから0.03㎎/Lに変更したこと。

３ 廃棄物最終処分場に係る水質基準関係

（１）一般廃棄物最終処分場及び管理型最終処分場に係る放流水の基準改正（一般廃棄物の最

終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令（昭和52年総理府・

厚生省令第１号。以下「基準省令」という。）別表第１関係）

一般廃棄物最終処分場及び管理型最終処分場の放流水に係るカドミウム及びその化合物

の基準（以下「排水基準」という。）の値を0.1㎎/Lから0.03㎎/Lに変更したこと。

（２）廃棄物最終処分場に係る周縁地下水及び安定型最終処分場に係る浸透水の基準改正（基

準省令別表第２関係）

廃棄物最終処分場の周縁地下水及び安定型最終処分場の浸透水に係るカドミウムの基準

値を0.01㎎/Lから0.003㎎/Lに変更したこと。

（３）廃棄物最終処分場に係る経過措置（改正省令附則第２条関係）

一般廃棄物最終処分場及び管理型最終処分場の廃止時には、保有水等の水質検査を２年

以上にわたり行うことが必要であるが、改正省令の施行前に行われた水質検査の結果につ

いては、改正前の基準省令の排水基準等に適合しているかを判断する経過措置を設けたこ

と。
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（４）特定廃棄物の埋立処分基準（改正省令第４条関係）

平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故に

より放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法施行規則（平成

23年環境省令第33号）第26条に規定する特定廃棄物の埋立処分基準について、令第３条第

３号及び第６条第１項第３号に規定する廃棄物の埋立処分基準と同様の改正を行ったこと。

４ 検定方法（産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法（昭和48年環境庁告示第13号）第二関係）

カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物の海洋投入処分に係る判定基準の変更等を踏

まえ、カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物の海洋投入処分に係る検定方法の変更を

行ったこと。

第三 特別管理産業廃棄物の判定基準の変更に関する留意事項

１ 特別管理産業廃棄物処理業の許可について

現にカドミウム又はその化合物を含む特別管理産業廃棄物の処理業の許可を有していない

者が、カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物に関する特別管理産業廃棄物の判定基準

の変更に伴い、新たに特別管理産業廃棄物となるカドミウム又はその化合物を含む産業廃棄

物の処理を改正省令の施行後に行おうとする場合には、特別管理産業廃棄物処理業の許可又

は事業範囲の変更の許可が必要となるため、速やかに所要の手続きをとるよう指導されたい

こと。

２ 特別管理産業廃棄物管理責任者の設置について

カドミウム又はその化合物を含む産業廃棄物に関する特別管理産業廃棄物の判定基準の変

更に伴い、新たに特別管理産業廃棄物を生ずることとなった事業場を設置している事業者は、

当該特別管理産業廃棄物に関する業務を適切に行わせるため、規則第８条の17に規定する資

格を有する特別管理産業廃棄物管理責任者を置かなければならないこと。
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環廃企発第1601085号

環廃対発第1601084号

環廃産発第1601084号

平成28年１月８日

各都道府県・政令市廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室長

廃棄物対策課長

産業廃棄物課長

店頭回収された廃ペットボトル等の

再生利用の促進について（通知）

廃棄物行政の推進については、かねてより御尽力いただいているところである。

さて、使用済みのペットボトル及びプラスチック製の食品用トレイ（以下「廃ペットボトル等」

という。）については、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（平成７年法

律第112号以下「容器包装リサイクル法」という。）に基づく分別収集及びその分別基準適合物の

再商品化の取組並びにペットボトル等の販売を行う事業者による自主的な回収・リサイクルの取

組等により再商品化されることが一般的となってきている。循環型社会形成の推進のためには、

生活環境の保全上支障が生ずるおそれのないことを確保した上で、こうした廃棄物の適正な再生

利用を推進していくことが望ましい。そこで、かねてより、産業構造審議会産業技術環境分科会

廃棄物・リサイクル小委員会容器包装リサイクルワーキンググループ及び中央環境審議会循環型

社会部会容器包装の３Ｒ推進に関する小委員会の合同会合において、廃ペットボトル等の店頭回

収等の活用による収集ルートの多様化が検討課題として取り扱われ、知見の収集が図られてきて

いるところである。

また、「規制改革実施計画」（平成27年６月30日閣議決定）においては、店頭回収された廃ペッ

トボトル等の再生利用の促進に関し、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137

号。以下「廃棄物処理法」という。）上の法的取扱いの明確化、再生利用指定制度の趣旨、手続

の流れ、指定要件の明確化及び一般指定制度の活用に関し、都道府県（廃棄物の処理及び清掃に

関する法律施行令（昭和46年政令第300号。以下「廃棄物処理法施行令」という。）第27条に規定

する市（以下「政令市」という。）を含む。以下同じ。）に対する制度の周知徹底などについて、

平成27年度中に検討し、結論を得ることとされており、結論を得次第速やかに措置することとさ

れたところである。

一方で、廃棄物は不要物であるため、占有者の自由な処理に任せるとぞんざいに扱われるおそ

れがあり、生活環境の保全上の支障を生じる可能性を常に有していることから、廃棄物に該当す
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る物を処理する場合には、当該物の再生行為を含め、法による適正な管理下に置くことが必要で

ある。

今般、これらの背景及び昨今の知見等を踏まえ、活頭回収された廃ペットボトル等の適正な再

生利用を促進するため、その法的取扱い及び再生利用指定制度の趣旨等の明確化を図ることとし

たので、下記のとおり通知する。

貴職におかれては、下記の事項を踏まえ、その運用に遺漏なきを期するとともに、貴管下市町

村等に対しては、貴職より周知願いたい。

なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術

的な助言であることを申し添える。

記

第１ 店頭回収された廃ペットボトル等の廃棄物処理法上の法的取扱いの明確化

１ 背景

スーパーマーケットの小売事業者による、使用済みの容器包装を回収するボックスの店頭へ

の設置は、遅くとも、容器包装リサイクル法の制定された平成７年頃から確認できているが、

当時より、店頭回収された廃ペットボトル等の取扱いについては、小売販売を業として行う者

が自ら処理を行う場合と一般廃棄物収集運搬業者に収集運搬を委託する場合とに分かれている。

このことから、それぞれの場合について、店頭回収された廃ペットボトル等の廃棄物処理法上

の法的取扱いを以下のとおりとする。

２ 小売販売を業として行う者が自ら処理を行う場合（廃ペットボトル等が産業廃棄物として扱

われる場合）

（１）店頭回収された廃ペットボトル等の産業廃棄物への該当性

廃棄物処理法において、同法第２条第４項第１号の規定により、産業廃棄物とは、

「事業活動に伴って生じた廃棄物のうち、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃

プラスチック類その他政令で定める廃棄物」とされており、同法第２条第２項の規定に

より、一般廃棄物とは、「産業廃棄物以外の廃棄物」とされている。

市民の消費活動によって排出された廃ペットボトル等は、本来一般廃棄物であるが、

店頭回収された廃ペットボトル等が、下記２（２）に掲げる要件を充足し、「事業活動

に伴って生じた廃棄物」と認められる場合においては、産業廃棄物であると解釈して差

し支えない。

（２）事業活動性

廃ペットボトル等については、そのリサイクル技術が確立し店頭回収等による回収ルー

トの多様化により再生利用促進が期待される状況に鑑み、本体事業がペットボトル及び

プラスチック製の食品用トレイの販売事業である小売事業者が、当該製品の販売後に廃

ペットボトル等の回収を行うことについて、以下の要件を充足する場合に限り、当該回

収行為は事業活動と回収対象物に密接な関連性があるとして「事業活動の一環として行

う付随的活動」であると認められ、廃棄物処理法第２条第４項第１号に規定する「事業

活動」と解釈して差し支えない。ただし下記３に掲げる場合を除く。
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なお、「事業活動の一環として行う付随的活動」の解釈をむやみに拡げ、自社廃棄物

と扱い得る範囲を拡大することは、許可制度の形骸化や不適正処理につながるおそれが

あることから、廃ペットボトル等の店頭回収が「事業活動の一環として行う付髄的活動」

に該当するか否かについては、具体的な状況等に照らして適切に判断されたい。

① 主 体

販売事業を行う者と同一の法人格を有する者が回収を行う場合に限られること。

② 対 象

再生利用に適した廃ベットボトル等で、かつ、販売製品と化学的、物理学的に同一

程度の性状を保っている廃ペットボトル等に限られること。

再生利用に適した廃ペットボトル等であるか否かは、第２の２（２）個別指定の対象

における記載を参照されたい。

③ 回収の場所

販売事業を行う場所と近接した場所で回収が行われる場合に限られること。

④ 管理意図及び管理能力

販売製品の販売から回収までの一連の行為について管理する意思があり、かつ適切

な管理が可能であること。

⑤ 一環性及び付随性

本体事業活動の便益向上を図るために、当該事業活動に密接に関連するものとして

付随的かつ一環として行う行為に限られること。

（３）処理責任の所在

店頭回収された廃ペットボトル等が、産業廃棄物として扱われる場合、その処理責任

は排出事業者である小売事業者等が有することに留意すること。

３ 一般廃棄物収集運搬業者に収集運搬を委託する場合（廃ペットボトル等が一般廃棄物として

扱われる場合）

上記２のような場合であっても、当該店頭回収が開始された当初から、市町村の一般廃棄物

処理計画の下で当該市町村から一般廃棄物処理業の許可を受けている事業者と委託契約を締結

し、廃ペットボトル等の処理が適正に行われている場合等においては、当該廃ペットボトル等

について引き続き一般廃棄物として適正処理が継続されることを妨げるものではない。貴職に

おかれては、現行の店頭回収の実態も考慮しつつ、当該市町村における既存の適正処理ルート

を妨げることがないよう貴管下市町村担当部局との調整を図り、適切に対応されたい。

第２ 廃ペットボトル等の店頭回収に係る再生利用指定制度の活用推進について

１ 再生利用指定制度の趣旨

産業廃棄物の再生利用指定制度とは、廃棄物処理法第14条第１項及び第６項但書き並びに廃

棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号。以下「廃棄物処理法施

行規則」という。）第９条第２号及び第10条の３第２号の規定により、再生利用されることが

碓実であると都道府県知事（政令市にあっては、市長。以下同じ。）が認めた産業廃棄物のみの

収集若しくは運搬又は処分を業として行う者であって都道府県知事の指定を受けたものについ

ては、産業廃棄物収集運搬業又は産業廃棄物処分業の許可を不要とする制度である。同制度の

趣旨は、これらの産業廃棄物の再生利用を容易に行えるようにすることにある。
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同制度の運用については、廃棄物処理法施行規則第９条第２号及び第10条の３第２号に基づ

く再生利用業者の指定制度について（平成６年４月１日付け衛産発第42号厚生省生活衛生局水

道環境部産業廃棄物対策室長通知。以下「指定制度運用通知」という。）において示されてい

るところであり、従前より、指定制度運用通知に基づき、各自治体において店頭回収された廃

ペットボトル等が産業廃棄物と解釈される場合において、再生利用指定制度を適用することは

可能であったところである。

今般、廃ペットボトル等のさらなる再生利用の促進のため、個別指定の手続、個別指定の対

象、再生輸送業者の個別指定の基準及び一般指定制度の活用につき、指定制度運用通知の明確

化をすることとした。

貴職におかれては、廃ペットボトル等について再生利用指定制度を活用するに当たり、既存

の適正処理ルートを活かしつつ、本通知及び指定制度運用通知に基づき、当該制度の適正な活

用を進められたい。

２ 個別指定について

（１）個別指定の手続

個別指定に関する申請書、指定書、事業の範囲の変更の申請及び事業の廃止の届出等

については、指定制度運用通知を参考にして、円滑に手続が進むよう速やかに都道府県

ごとに規則を定められたい。

（２）個別指定の対象

個別指定の対象となる廃棄物は、再生利用されることが確実であることが必要である

ため、指定の対象となる廃ペットボトル等は、再生利用に適したものであることが求め

られるところ、容器包装廃棄物の分別収集に関する省令（平成７年厚生省令第61号）第２

条第７項第２号及び第３号又は同条第８項第３号から第５号までに規定する水準であれ

ば、当該条件を満たすものと想定される。

したがって、店頭回収された廃ペットボトル等のうち、個別指定制度の対象として適

切なものとは、ポリエチレンテレフタレート製の容器であって飲料若しくはしょうゆ等

を充てんするもの又はプラスチック製の食品用トレイが廃棄物となったものであって、

小売事業者の販売店で他の廃棄物と分別して回収されたもの（以下「対象廃ペットボト

ル等」という。）と考えられる。

（３）再生輸送業者の個別指定の基準

対象廃ペットボトル等の店頭回収に係る個別指定は、廃棄物処理法に基づく産業廃棄

物収集運搬業の許可を不要とするものであるが、再生輸送業者は処理基準に則した収集

又は運搬を行うことが適当である。貴職におかれては、廃ペットボトル等の再生利用を

促進するための本制度が、一部の悪質な業者により悪用されることのないよう、申請者

が以下に掲げる個別指定の基準に適合しているかにつき、慎重に審査されたい。

① 対象廃ペットボトル等の排出事業者からその運搬の委託を受けること。なお、再委

託は認められないこと。

② 対象廃ペットボトル等の搬入先となる処理施設が、容器包装リサイクル法に基づく

再生利用実績がある等の適切な処分施設であること。

③ 再生輸送（個別指定を受けて行う廃棄物の収集又は運搬をいう。以下同じ。）の用

に供する施設及び申請者の能力が廃棄物処理法施行規則第10条各号に掲げる基準に適
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合するものであること。

④ 排出事業者から再生輸送に要する費用であることが明らかな料金のみを受け取るな

ど、再生輸送により不当な利益を得るものでないこと。

⑤ 再生輪送において生活環境保全上の支障が生じないこと。

⑥ 申請者が廃棄物処理法第７条第５項第４号イからヌまでのいずれにも該当しないこ

と。

３ 一般指定について

都道府県内において同一形態の再生利用に係る店頭回収が多数行われている場合等について

は、指定を受けようとする者の申請によらず、都道府県が再生利用に係る産業廃棄物を特定し

た上で、当該産業廃棄物の収集若しくは運搬を行う者を一般的に指定する、一般指定制度を活

用することが考えられる。上記２の活用等により、店頭回収された廃ペットボトル等の再生利

用が広く適切に実施されているなど、廃ペットボトル等を一般指定の対象とすることが適当で

あると認められる場合には、当該制度の活用を積極的に検討されたい。
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環廃企発第1601184号

環廃産発第1601186号

平成28年１月18日

各都道府県・各政令市産業廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課長

産業廃棄物課長

産業廃棄物処理業者により食品が転売された

事案について（通知）

産業廃棄物行政の推進については、かねてより御尽力いただいているところである。

さて、今般、食品関連の事業者から産業廃棄物処理業者に対し、産業廃棄物として処分を依頼

したにもかかわらず、当該産業廃棄物処理事業者が当該廃棄物を食品として売却し、スーパーで

販売されていた事実等が判明したところである。

産業廃棄物処理事業者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下

「廃棄物処理法」という。）及び関係法令に基づき、廃棄物の適正な処理を行うことにより生活環

境の保全を行わなければならないところ、受託した廃棄物を不適切に取り扱ったことは、国内の

廃棄物処理への信頼を損ないかねない事態である。

ついては、貴職管区内の産業廃棄物処理業者に対し、廃棄物処理法及び関係法令の遵守につい

て、改めて周知及び適切な指導を行うようお願いするとともに、類似の事案を把握した場合には、

早急に当省に情報提供をいただき、厳正な対処をお願いする。

また、当該産業廃棄物処理業者は、食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（平成12年

法律第116号。以下「食品リサイクル法」という。）第11条に基づく国の登録を受けた再生利用事

業者であるところ、当該産業廃棄物処理業者による食品リサイクル法に違反する行為が確認され

た場合には、国としても食品リサイクル法に基づく厳正な対処をすることとしている。貴職管区

内の産業廃棄物処理業者が食品リサイクル法に基づく登録再生利用事業者等である場合について

は、食品リサイクル法に基づく登録権限を有する国（環境省・農林水産省等）とも連携して対応

いただくようよろしくお願いする。

なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術

的な助言であることを申し添える。
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環廃企発第1601201号

環廃産発第1601201号

平 成 28年１月 20日

各都道府県・各政令市産業廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課長

産業廃棄物課長

動植物性残さを取り扱う産業廃棄物処分業者等への

立入検査等の強化について

産業廃棄物行政の推進については、かねてから御尽力いただいているところであり、厚く御礼

申し上げる。

さて、今般、食品関連の事業者から産業廃棄物処理業者に対し、産業廃棄物として処分を依頼

したにもかかわらず、当該産業廃棄物処理事業者が当該廃棄物を食品として売却し、スーパーで

販売されていた事実等が判明したことを受け、平成28年１月18日に、「産業廃棄物処理業者によ

り食品が転売された事案について」を通知し、廃棄物処理法及び関係法令の遵守について、改め

て周知及び適切な指導を行うとともに、類似の事案を把握した場合には、早急に当省に情報提供

をいただき、厳正な対処をされるようお願いしたところである。

貴職におかれては、上記通知に基づき、動植物性残さを取り扱う産業廃棄物処分業者を対象と

し、重点的に立入検査等を行い、食品の転売を行っていた事案の有無及びマニフェスト虚偽記載

の有無等を確認されたい。

その結果、適切な処理が行われていない事案が判明した場合には、速やかに許可の取消しを含

む適切な措置を講じられたい。更に、事案の有無に関わらず、動植物性残さを取り扱う産業廃棄

物処分業者への立入検査の状況を取りまとめ、別添１にて、平成28年１月29日（金）までに報告

されたい。

また、国においては、関係省庁とともに食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（平成

12年法律第116号）第11条に基づく再生利用事業者の登録を行っているところ、産業廃棄物であ

る動植物性残さを取り扱う事業者も存在している。登録再生利用事業者に対しての立入検査等の

対応を行った場合にはその旨を国に上記と併せて報告し、必要に応じて国による対応との連携を

図られたい。
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（別添１）

動植物性残さを取り扱う廃棄物処分業者等への立入検査結果報告

【回答者】

都道府県・政令市名

回答者所属

回答者氏名

電話番号

連絡先E-mailアドレス

【立入検査等の件数 注１）】

動植物性残さを取り扱う

施設の処理方式

動植物性残さを取り

扱う左記処理方式の

施設の総数

立入検査件数
うち、食品の転売を

行っていた件数

発 酵

堆肥化

焼 却

その他

計

【食品の転売を行っていた事案について】

食品の転売を行っていた事案の概要
注２）、注３）、注４）

処分業者による

マニフェスト虚偽

記載の有無

指導・対応状況

１ 有・無

２ 有・無

３ 有・無

４ 有・無

５ 有・無

注１：同一事業者に複数回立入を行った場合は、１回と計上してください。

注２：【立入検査等の件数】において食品の転売を行っていた件数に計上した事案について、概要を記載

してください。

注３：処分業者がマニフェス卜の虚偽記載を行っていた場合は、その詳細についても記載をお願いします。

注４：事案の概要や指導・対応状況について、参考となる資料があれば添付してください。
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環廃産発第1602021号

平成28年２月２日

各都道府県・各政令市産業廃棄物行政主管部（局）長 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第14条第11項及び

第14条の４第11項に規定する

「生活環境の保全上必要な条件」に係る留意事項について

産業廃棄物行政の推進については、かねてから御尽力いただいているところであり、厚く御礼

申し上げる。

さて、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）第14

条第11項及び第14条の４第11項に規定する「生活環境の保全上必要な条件」の考え方については、

「産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃棄物処理業並びに産業廃棄物処理施設の許可事務等の取

扱いについて」（平成25年３月29日付け環廃産発第13032910号本職通知。以下「許可事務通知」

という。）の第１の６において、許可の条件に係る要領として示しているところである。

今般、上記の許可の条件について、従前からの地方公共団体における具体の事例の集積や制度

趣旨等を踏まえ、下記のとおり留意事項を明確化することとしたので通知する。貴職におかれて

は、下記の事項を踏まえた運用に遺漏なきを期されたい。

なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づく技術

的な助言であることを申し添える。

記

１. 許可の条件については、法に規定する基準を遵守させ、かつ、生活環境の保全上の支障を

生じさせるおそれのないようにするための具体的な手段、方法等について付すものであること。

２. 当該手段、方法等を絞り込むにあたっては、生活環境の保全を旨として、より広い選択肢

について、技術的な熟度、効果の程度及びその信頼性並びに実行可能なより良い技術の採用等

の観点に照らした上で、実効性の観点から行うものとすること。

３. 生活環境の保全の観点から関連の深い地域の自然的・社会的状況（地形、住宅地域の分布

並びに公害関連の関連協定及びその背景など）を適切に勘案すること。
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環廃対発第1602051号

環廃産発第1602052号

平成28年２月５日

公益社団法人 全国産業廃棄物連合会

会長 石井 邦夫 殿

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長

廃棄物処理におけるジカウイルス感染症対策について

廃棄物行政の推進につきましては、かねてから御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。

さて、現在、中南米で感染が拡大しているジカウイルス感染症（ジカ熱）について、本年２月

１日に世界保健機関が小頭症及び神経障害の集団発生に関する「国際的に懸念される公衆の保健

上の緊急事態（ＰＨＥＩＣ）」であることを宣言し、政府においても、ジカ熱に関する関係省庁対

策会議を設置し、関係行政機関の緊密な連携の下、政府一体となって対応することとしておりま

す。

ジカウイルス感染症については、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

（平成10年法律第114号）第６条第５項第11号の規定により政令で定める四類感染症に追加される

予定です。

ジカウイルスを始めとする感染及び感染のおそれのある病原体が含まれ、若しくは付着してい

る廃棄物又はこれらのおそれのある廃棄物の処理については、「廃棄物処理法に基づく感染性廃

棄物処理マニュアル」（平成24年５月）（以下「マニュアル」という。）（http://www.env.go.jp/re

cycle/misc/guideline.html）を環境省で策定し、適正な処理の確保をお願いしているところです。

貴連合会におかれても、これらの廃棄物の適切な処理の確保のため、必要な措置の実施に努める

とともに、主として運搬時及び処分時において作業者への感染防止に万全を期すよう貴連合会会

員に周知徹底をお願いします。
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ジカウイルス感染症について（参考）

○病原体

フラビウイルス科フラビウイルス属のジカウイルスによる蚊媒介感染症。

○発生状況

日本では、海外で感染し帰国後発症する症例が2013年以降で３例。国内感染の報告はない。

海外では、アフリカ、アジア太平洋地域、中央・南アメリカで報告があり、2013年に仏領ポ

リネシアで１万人を超える流行があったほか、2015年５月以降、ブラジルなど中南米でも多数

の患者が報告。

○感染経路

ウイルスを持ったネッタイシマカやヒトスジシマカに吸血されることでヒトへと感染。

ヒト―ヒト間の感染は、胎児への垂直感染が確認されているが、一般的には稀（極めて稀な

ケースとして、献血や性交渉による感染の可能性が指摘されている。）。理論的には母乳を介し

た感染や臓器移植による感染の可能性があるが、実際の感染事例はない。

○症状

デング熱やチクングニア熱ほど強い症状は示さないが、似た症状を示し、発熱（＜38.5℃）、

頭痛、関節痛、発疹、結膜炎などが２～７日続く。死亡するケースは稀。

潜伏期間は２～12日（主に、２～７日）と言われており、デング熱等と同様、不顕性感染も

報告されている。

ギランバレー症候群との関連や、妊娠中に感染した場合に、胎児に影響（小頭症との関連）

する可能性が指摘されている。

【参考】「ジカウイルス感染症（ジカ熱）のリスクアセスメント」（国立感染症研究所）

http://www.nih.go.jp/niid/ja/id/2358-disease-based/sa/zika-fever.html

【参考２】「ジカウイルス感染症について」（厚生労働省）

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000109881.html
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基安発1225第１号

平成27年12月25日

公益社団法人全国産業廃棄物連合会会長 殿

厚生労働省労働基準局安全衛生部長

（公 印 省 略）

有害物ばく露作業報告対象物

（平成28年対象・平成29年報告）について

化学物質対策に係る行政の推進につきましては、日頃から格段の御支援、御協力をいただき厚

く御礼申し上げます。

労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号。以下「安衛則」という。）第95条の６の規定に

基づく報告（以下「有害物ばく露作業報告」という。）は、事業場における労働者の有害物への

ばく露の状況を把握し、その結果、ばく露による健康障害が発生するおそれがある場合には、必

要な措置を講じていくことを目的としたものであり、今後、有害物対策を効果的に進めていく上

で必要な報告として平成18年から行われています。

有害物ばく露作業報告の対象となる物については、「労働安全衛生規則第九十五条の六の規定

に基づき厚生労働大臣が定める物等」（平成18年厚生労働省告示第25号。以下「告示」という。）

により定められていますが、本日、告示の一部が改正され、下記のとおり平成28年１月１日から

12月31日を対象期間とする有害物ばく露作業報告（報告期間は平成29年１月１日から３月31日ま

で）の対象となる物が新たに定められたところです。

つきましては、本制度の趣旨を御理解の上、本制度が円滑に運用されるよう貴団体の傘下事業

場等に対して下記の事項について周知いただき、有害物ばく露作業報告の対象となる事業場にお

いて適正に有害物ばく露作業報告がなされるよう御協力をお願いします。

記

１ 制度の概要

安衛則第95条の６の規定に基づき、事業者は、労働者に健康障害を生ずるおそれのある物で

厚生労働大臣が定めるものを製造し、又は取り扱う作業場において、労働者を当該物のガス、

蒸気又は粉じんにばく露するおそれのある作業に従事させたときは、事業場ごとに安衛則様式

第21号の７の有害物ばく露作業報告書（以下「報告書」という。）を所轄労働基準監督署長に

提出しなければならないこと。

２ 有害物ばく露作業報告の対象となる物

今般の告示の一部改正において新たに有害物ばく露作業報告の対象となる物は、次の表の中

欄に掲げる物（以下「対象物」という。）及び対象物を含有する製剤その他の物（含有量が同
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表の右欄に掲げる値であるものを除く。）であること。

なお「炭化けい素（ウィスカー及び繊維状のものに限る。）」の「ウィスカー」とは、幅（直

径）が数μｍ程度以下の細長い針状の単結晶をいい、「繊維状」とは、概ね長さが５μｍ超、

幅が３μｍ未満、長さが幅の３倍を超える繊維をいうこと。

３ 報告の期間等

事業者は、平成28年１月１日から同年12月31日までの間に一の事業場において製造し、又は

取り扱った対象物の量が500キログラム以上になったときは、平成29年１月１日から同年３月31

日までの間に、所轄労働基準監督署長に報告書を提出しなければならないこと。

コード 物
含有量

（重量％）

215 アセトンシアノヒドリン １％未満

216 １―アリルオキシ―２，３―エポキシプロパン 0.1％未満

217 エチリデンノルボルネン 0.1％未満

218 ４―クロロ―オルト―フェニレンジアミン 0.1％未満

219 ２―クロロニトロベンゼン 0.1％未満

220 ２―（ジエチルアミノ）エタノール １％未満

221 ２，４―ジクロロフェノキシ酢酸 0.1％未満

222 ２，６―ジ―ターシャリ―ブチル―４―クレゾール 0.1％未満

223
ジチオりん酸Ｏ，Ｏ―ジメチル―Ｓ―１，２―ビス（エトキシカル

ボニル）エチル（別名マラチオン）
0.1％未満

224 炭化けい素（ウィスカー及び繊維状のものに限る。） 0.1％未満

225
チオりん酸Ｏ，Ｏ―ジエチル―Ｏ―（２―イソプロピル―６―メチ

ル―４―ピリミジニル）（別名ダイアジノン）
0.1％未満

226

テトラナトリウム＝３，３´―［（３，３´―ジメトキシ―４，４´―

ビフェニリレン）ビス（アゾ）］ビス［５―アミノ―４―ヒドロキシン―

２，７―ナフタレンジスルホナート］（別名ＣＩダイレクトブルー15）

0.1％未満

227 ２，４，６―トリクロロフェノール 0.1％未満

228 Ｎ―ニトロソフェニルヒドロキシルアミンアンモニウム塩 0.1％未満

229 ヒドロキノン 0.1％未満

230 Ｎ―（ホスホノメチル）―グリシン（別名グリホサート） 0.1％未満

231 メタクリル酸２，３―エポキシプロピル 0.1％未満

232 硫酸ジイソプロピル 0.1％未満

行政情報 ADMINISTRATION INFORMATION
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ここでは、公益社団法人大阪府産業廃棄物協会

が実施・協力した事業等（平成27年11月後半～平

成28年３月前半）の概要を紹介します。

大阪府産業廃棄物不適正処理対策会議

一般向け啓発事業の実施に関する検討会議

日 時：平成27年11月19日（木曜日）15時00分

場 所：咲洲庁舎20階／（まち側）会議室

議 題：一般市民向け不法投棄等防止ＰＲ事業に

ついて

参画者：井出 保（収集運搬部会長）

松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

廃棄物不適正処理巡視事業

日にち：平成27年12月３日（木曜日）

場 所：堺市、和泉市

参画者：白坂 悦一（収集運搬部会員）

日吉 弘幸（青年部員）

田中 千議（事務局事業主任）

日にち：平成27年12月25日（金曜日）

場 所：富田林市、千早赤阪村

参画者：馬場 要（青年部員）

田中 千議（事務局事業主任）

日にち：平成28年１月18日（金曜日）

場 所：柏原市

参画者：髙野誠一郎（収集運搬部会員）

伊山 雄太（青年部員）

田中 千議（事務局事業主任）

日にち：平成28年２月３日（火曜日）

場 所：高槻市、島本町

参画者：近道光一郎（収集運搬部会員）

田中 千議（事務局事業主任）

第３回地球環境保全のための

３R推進フォーラム

詳細は本紙２ページから20ページをご覧ください

大阪府「みんなで防止�石綿飛散」推進会議

日 時：平成27年12月17日（木曜日）14時00分

場 所：大阪府咲洲庁舎30階／共用会議室

議 題：推進会議の構成員の追加等について

国・府における石綿飛散防止対策等の取

組み等について

石綿飛散防止に係る周知の取組みについて

参画者：塩見 賴彦（再生処分部会長）

龍野 浩一（事務局次長）

企業による森づくり連絡調整会

日 時：平成27年12月17日（木曜日）10時00分

場 所：堺第７－３区管理事務所／会議室

議 題：平成27年度植樹祭について

活動報告など

参画者：田中 千議（事務局事業主任）

CleanLife2016.348

汚泥が入ったドラム缶があり、早急な対策が必要

２年前同じ場所を調査。廃棄物の量が増加している。

事 業 報 告
Business Information
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電子マニフェスト操作体験セミナー

日 時：平成27年12月18日（金曜日）10時00分

場 所：大阪産業創造館／パソコン実習室

参加者数：20名

内 容：パソコンを使用した操作体験

講 師：日本産業廃棄物処理振興センター

情報処理センター

業務推進部 山本千亜樹

電子マニフェスト個別導入相談会

日 時：平成27年12月18日 14時00分

場 所：大阪産業創造館／パソコン実習室

参加者数：４名

内 容：電子マニフェストの円滑な導入手順、運

用や操作方法等を面談形式で相談

相談員：日本産業廃棄物処理振興センター

情報処理センター

業務推進部 山本千亜樹

全国産業廃棄物連合会近畿地域協議会

日 時：平成28年１月12日（火曜日）15時00分

場 所：リーガロイヤルホテル京都／ラシゴーニュ

議 題：任期満了に伴う役員等新規（再任）候補

者の推薦に伴う事前調整について

平成27年度第二回大規模災害発生時廃棄

物対策近畿ブロック協議会について

講 演：地球環境問題の対策に対する民間セクター

の参画促進

講 師：地球環境センター 企画官 元田智也

参画者：片渕 昭人（会長）

浜野 廣美（副会長）

白坂 悦夫（副会長）

井出 保（副会長）

國中 賢吉（顧問・名誉会長）

松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

田中 千議（事務局事業主任）

リスクアセスメント推進研修会

日 時：平成28年１月14日（木曜日）９時20分

場 所：大江ビル13階／第３～６会議室

参加者数：58名

講義１：産業廃棄物処理業におけるヒヤリ・ハッ

トの事例分析の活用について

講 師：中西 智彦（危機管理委員）

講義２：産業廃棄物処理業におけるリスクアセス

メントの必要性

講 師：藤江 純（危機管理委員）

講義３：リスクアセスメントの基本と実施に向けて

講 師：中央労働災害防止協会 専門役

新谷 隆司

演 習：リスクアセスメントの体験

演習指導：新谷 隆司

福部 忠（危機管理委員長）

高島 浩司（危機管理副委員長）

國中 賢一（危機管理副委員長）

伊藤 隆（危機管理委員）

川島 明修（危機管理委員）

川瀬 幸久（危機管理委員）

神藤 信六（危機管理委員）

中西 智彦（危機管理委員）

藤江 純（危機管理委員）
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講師の中西委員（手前左）
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第２回電子マニフェスト導入実務研修会

日 時：平成28年１月14日（木曜日）14時00分

場 所：大江ビル13階／第３～６会議室

参加者数：44名

内 容：電子マニフェストシステムの概要説明

操作（基本設定、登録、照会等）の説明

講 師：日本産業廃棄物処理振興センター

情報処理センター

普及対策室 室長 新井博司

全国産業廃棄物連合会事務局責任者会議

日 時：平成28年１月29日（金曜日）13時30分

場 所：アジュール竹芝14階／天平の間

議 題：廃棄物処理法改正等関係について

人材育成方策検討調査について

電子マニフェストについて

低炭素社会実行計画の2030年目標検討に

ついて

参画者：松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

龍野 浩一（事務局次長）

第16回廃棄物処理先進事例調査

詳細は本紙52ページから56ページをご覧ください

産廃塾

日 時：平成28年２月18日（木曜日）13時30分

場 所：本会会議室

参加者数：19名

内 容：講義

コミュニケーショントレーニング

グループディスカッション

講 義：廃水銀処理及び廃PCB処理について

講 師：㈱浜田 寺井 正幸氏

進 行：片渕 則人（組織広報委員）

吉本 聖美（組織広報委員）

進行補助：濵田 篤介（組織広報委員長）

田中 公治（組織広報副委員長）

高好 健二（組織広報副委員長）

尾崎 正孝（組織広報委員）

渋谷 和義（組織広報委員）

髙田実佐大（組織広報委員）

福田 勝（組織広報委員）

國中 雅之（組織広報オブザーバー）

近畿建設リサイクル表彰

日 時：平成28年２月29日（月曜日）13時30分

場 所：追手門学院大阪城スクエア／

大手前ホール

主催者：建設副産物対策近畿地方連絡協議会

受賞者：野村興産㈱営業部関西営業所

受賞テーマ：解体工事より回収された蛍光灯の

100％リサイクル
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寺井氏による講義

左から野村興産㈱中西智彦所長、主催者の山田邦博委員長
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共生の森植樹祭

日時：平成28年３月５日（土曜日）10時00分

場 所：堺第７－３区／共生の森

内 容：最終処分場跡緑化のための植樹

参加者：片渕 一真（㈱興徳クリーナー）

川本 謙太（再生処分部会員）

馬場 要（青年部員）

田中 千議（事務局事業主任）

廃棄物収集作業向上研修会

日 時：平成28年３月11日（金曜日）13時30分

場 所：大江ビル13階／第６会議室

参加者数：31名

内 容：初心者の産業廃棄物収集運搬ドライバー

を対象に車両点検、車両入退場の挨拶・

確認事項、マニフェスト・車両表示板

や緊急対応など必要事項の講義

講 師：井出 保（収集運搬部会長）

奥野 健治（収集運搬副部会長）

小林 一郎（収集運搬副部会長）

東 宏司（収集運搬部会員）

池辺 充（収集運搬部会員）

垣中 清忠（収集運搬部会員）

上出 広幸（収集運搬部会員）

近道光一郎（収集運搬部会員）

白坂 悦一（収集運搬部会員）

髙野誠一郎（収集運搬部会員）

宮川 基次（収集運搬部会員）

一般市民向け不法投棄防止ＰＲ事業

日 時：平成28年３月12日（土曜日）14時00分

場 所：大阪南港「海遊館」前広場

内 容：一般市民向けにノベルティ等の配布や環

境クイズを行い不法投棄防止をPR

参画者：松田 裕雄（専務理事兼事務局長）

福原 睦美（事務局総務主任）

内海 浩子（事務局業務担当）

その他、理事会、組織広報委員会、危機管理委

員会、法政策調査委員会、収集運搬部会、再生処

分部会を開催しました。また、全国産業廃棄物連

合会理事会、各委員会、各部会、各分科会に参画

しました。
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井出保部会長による開会のご挨拶
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平平成成2277年年度度不不適適正正処処理理防防止止啓啓発発ググッッズズののイイララスストト大大募募集集審審査査結結果果

クローズ アップ�

さいたま市 渡 辺 麻 未さん（20歳・美術系専門学生）優 秀 賞

不適正処理防止啓発活動の一環でタンブラーの側面イラストの募集事業を始めて３年目となりました。

当初少なかった応募数も、年々増加し昨年度応募数の42点よりさらに増え、今年度は124点ものイラス

トを応募していただきました。応募作品のレベルも年々上がり、今年度は特に審査には苦労いたしました。

せっかくですので審査内容について少し解説させていただきます。

優秀賞（渡辺麻未さん）の作品については、明るい色調の中で人や動物や製品が仲良く手をつないで

「ナクソウフホウトウキ」「ココロモキレイ」のメッセージがとてもほのぼのとした作品となっており、審

査員の票を集めた要因ではないかと思います。

技能賞（永塚由美子さん）の作品については、一見キレイな洋風庭園を思わせるイラストの中に不法投

棄された、ドラム缶や冷蔵庫などが描かれており、不法投棄が大切な自然環境破壊につながる行為である

ことが表現されており技術的にも素晴らしく技能賞とさせていただきました。

委員長賞（松原柚月さん）の作品ついては、地球がうちわを持っていてそこには「涼」と書かれており

これは地球温暖化を表しており、横にはかえるが描かれており、「カエル」つまり資源に返るでありこれ

はリサイクルの大切さを訴えているのだと思います。とても９歳の小学生が描かれたイラストとは思えな

いほどのメッセージが込められており、文句なく委員長の一存で選ばせていただきました。

今後も不適正処理防止の啓発活動を続けてまいりますので、引き続きご理解ご支援のほど宜しくお願い

いたします。 （公社）大阪府産業廃棄物協会 組織広報委員長 濵田篤介
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技 能 賞

委員長賞

大阪市 永 塚 由美子さん（39歳・主婦）

大阪市 松 原 柚 月さん（９歳・小学４年生）
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廃棄物処理先進事例調査

平成28年２月５日（金）13：30より本会再生処分部会の先進事例調査として兵庫県三木市

にある大栄環境株式会社・三木リサイクルセンターを訪問し、堆肥化施設（コンポストファ

クトリー）について丁寧かつ詳細な説明を受けました。

第16回 大栄環境株式会社

■概 要

商 号 大栄環境株式会社

代 表 者 代表取締役 金子文雄

本社所在地 大阪府和泉市テクノステージ２－３－28

設 立 昭和54年10月17日

事業の内容 廃棄物処理業・再資源化事業処理、

再資源化に関するコンサルタント業、

リサイクル施設の規格、設計、施工、

運営管理業

資 本 金 9,000万円

塩見部会長の挨拶
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■コンポストファクトリー

大栄環境グループのコーポレートメッ

セージ「資源に変えるチカラ、自然に

還すチカラ」の通り、最先端の自然発

酵技術を駆使して食品残渣を、資源

（堆肥）に変え、自然に還すと共に食

品リサイクルループの実践を行ってい

る。

施設所在地 兵庫県三木市口吉川町吉祥寺谷132－８（三木リサイクルセンター内）

沿 革 平成26年９月16日 竣工

イオングループのイオンアグリ創造株式会社と「食品リサイクルループ

推進に関する協定」を締結（隣接するイオン直営の三木里脇農場とイオ

ンの各店舗、堆肥化施設とを結ぶ、全国でも最大規模となる食品リサイ

クルループの構築を目指す）

平成26年11月14日 再生利用事業計画「食品リサイクルループ」の認定を取得

平成26年12月１日 本格的に始動

平成27年11月 「食品リサイクル肥料認証制度」の申請

平成28年２月 同認証取得予定

施 設 発酵方式 堆積発酵（通気型堆肥舎）

受入能力 約20,000ｔ／年（うち食品廃棄物 15,500ｔ／年）

処理能力 56.6ｔ／日

保管能力 １次発酵 1,916.0�

２次発酵 853.8�

敷地面積 約9,000㎡

建築面積 約3,000㎡

【現況】 初年度（平成27年度）は、約1,580ｔ／年の食品残渣を受け入れ、約316ｔ／年の堆肥を製造予

定していたところ、実際には約3,600ｔを受け入れたものの、その大半が水分である野菜の受入

割合が増えたため、堆肥製造量は約108ｔとなっている。

この堆肥は、本施設に隣接するイオン三木里脇農場10.6ha中６haに利用されている。

下田室長による会社概要の説明
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前処理施設（破袋分離機）

【食品残渣から堆肥へ】本施設の内部は下図の通り、両側に５つのヤード、入口付近中央に前処理のため

の破砕機と脱水機、出口付近中央に後処理のための篩機がそれぞれ設置されてい

る。また施設の外部には、ロックウール脱臭装置が２機設置されており、周辺の

生活環境等に十分な配慮がなされている。

①受け入れた食品残渣は前処理により破砕（包装

されたものは分別）、脱水処理後、１次発酵ヤー

ドの「第１週」にて保管される。この際、発酵

促進の補助材として自社破砕によるチップ（自

然木）を混ぜ、撹拌。

②１週間ごとに「第２週」、「第３週」ヤードに移

され、「第４週」終了後に、篩機により後処理

が行われる。篩網（20mmと50mmの２種類）

を通過したものは２次発酵ヤードに移され、通

過しなかったものは、種菌として「第１週」ヤー

ドに戻る。

脱水機と脱水後の野菜くず後処理施設（篩機）

第１週 第２週 第３週 第４週

１次発酵ヤード

１次発酵ヤード ２次発酵ヤード

前処理

約１ヶ月熟成

第１週 第２週 第３週 第４週 約１ヶ月熟成

２次発酵ヤード

後処理

脱臭装置

脱
臭
装
置

排
気

吸気



C L E A N L I F E

2016.3CleanLife 57

③２次発酵ヤードで熟成及び保管された堆肥はイ

オン三木里脇農場へ出荷。

【ロックウール脱臭装置】本施設で問題となる臭

気に関しても、ロックウール脱臭装置により場外

では、その臭気を感じることはほとんどない。

脱臭槽には水分を適度に保持しつつ通気性

が良好なロックウールが約2.5ｍ堆積してい

る。また、その中には微生物も加わっている。

場内から送られた空気は脱臭槽の下部に送ら

れ、臭気の原因となるアンモニア（水溶性）

をロックウールに含まれる水分が溶解し、さ

らに微生物が分解する。

ランニングコストも微生物の生息に必要な

水分を脱水層上部にある散水装置へ汲み上げ

るためのポンプ、また場内の臭気を送風する

機器の電気代が大半を占め、比較的安価に抑

えることができる。

２次発酵後の堆肥

塩
見
部
会
長

中
村
部
会
員

下田室長によるロックウール脱水装置の説明

ロックウール（上）と

その臭気を入念に確認する部会メンバー（右）

ロックウール脱臭槽の説明を受ける部会メンバー
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大栄環境グループによる環境教育活動

また、ロックウールが無機質であるため、腐敗することもなく、脱臭槽の中身を入れ替える作業が発生

しないことも大きな利点となる装置である。

【地域への取組】昨年６月には「三木かんきょうフェスティバル」が開催され、大栄環境グループがイオ

ングループと連携して「食品リサイクルループ」の取組が紹介された。神戸市や三木市などの子供たちと

保護者の方、約500名が参加し、「食」と「農」の新しい環境づくりを身近に体験してもらおうと、本施設

の堆肥で栽培された芋掘りも行われ、最後にはイオン農場で栽培されたレタスがプレゼントされた。参加

者は、臭いの気にならない堆肥、またその堆肥化技術に大変驚いていたとのことである。

■まとめ

「毎年、規模を大きくし、フェスティバルを継

続したい…」、施設をご案内いただいた下田室長、

松本副所長のお言葉がとても印象的でした。

食品廃棄物の転売問題がクローズアップされる

中、このように食品の大切さを、本施設による堆

肥化事業や食品リサイクルループを通じ、地域の

方々へ環境に対する考えを伝える取組みは、食品

残渣の今後の展望を明るいものへと変える先進事

例と言えるのではないでしょうか。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時

間にわたり誠実にご対応、ご説明くださった、社

長室室長の下田守彦様、三木事業所副所長の松本

明利様に心からお礼申し上げます。

（文責）河野 登志夫

星山副部会長の謝辞
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新規入会会員紹介新規入会会員紹介

正 会 員 平成27年11月～平成28年２月に入会した会員

株式会社 アーバンキープ

代 表 者 國 中 秀 明

住 所 〒573-0131 枚方市春日野2－2－1

電 話 番 号 072－859－0300 ＦＡＸ番号 072－859－4682

業 務 内 容 収集運搬業、中間処理業

株式会社 井本興業

代 表 者 井 本 圭一郎

住 所 〒665-0848 兵庫県宝塚市川面字長尾山15－327

電 話 番 号 0797－87－7127 ＦＡＸ番号 0797－87－8911

業 務 内 容 収集運搬業、中間処理業

退会会員 平成27年11月～平成28年２月に退会した会員

正 会 員

社 名 飯田環境㈱

代表者 飯 田 元 子

住 所 大東市北条3－16－18－101

社 名 ㈱重田組

代表者 大 鶴 貴 常

住 所 泉佐野市湊2－6－11

社 名 ㈱森田組炉材鋼業所

代表者 森 田 昌 恵

住 所 尼崎市長洲東通1－3－9

賛助会員

株式会社 ヴィクトリー

代 表 者 海 原 壹 一

住 所 〒583-0876 羽曳野市伊賀6－5－19

電 話 番 号 0729－54－5555 ＦＡＸ番号 0729－53－5090

業 務 内 容 土木工事・建築工事・電機工事・管工事等

賛助会員

社 名 根来産業㈱

代表者 根 来 孝 式

住 所 堺市西区築港浜寺西町8－13
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社会的信用の向上

本会の事業は、環境分野における不特定多数の利益の増進に寄与するものです。そのような事

業を推進する団体に入会することは、取引先や顧客（一般消費者）、さらには融資元等から環境

意識の高い企業として認知され、社会的信用を得ることに繋がります。CSR（企業の社会的責任）

が、もはや世間の常識となっている現在、以上の傾向は今後ますます強くなっていくものと考え

られます。

相談・助言を受ける機会の優先

排出事業者にとっても、産業廃棄物処理業者にとっても、廃棄物処理法や関係法令は非常にか

かわりの深いものです。しかしながら、これほど解釈・運用の困難な法令も珍しく、専門的な相

談・助言を受けたいと思われている方は多数いらっしゃることと思います。本会に入会すると、

廃棄物処理法に関する講演・執筆等の実績が豊富な常駐の職員による相談・助言を優先的に受け

ることができます。

建設業の経営事項審査の加点対象となります

建設業法施行規則の一部が改正されたことに伴い、平成20年４月１日より経営事項審査の評価

項目及び基準が見直され、社会性評価の項目の中で、防災協定を締結している業者には、加点数

が従来の３点から15点となり大幅な引き上げとなりました。本会は平成18年３月27日に大阪府と

「地震等大規模災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定」を締結しており、会員の

皆様は、本会交付の証明書により、この制度をご活用いただけます。証明書発行を希望される方

は、「経審の防災協定に係る協会加入証明交付願」をダウンロードしていただき、全てご記入の

うえ、協会へ申請してください。詳細は協会事務局までお問い合わせください。

講習会・研修会への無償又は割引参加

本会が実施する廃棄物管理士講習会に通常の半分の費用で受講できます。また、産廃塾、リス

クアセスメント推進研修会、廃棄物収集作業向上研修会、施設見学会には無償で参加できます。

法令集・技術資料集・手引書等の無償又は割引入手

本会が発行する刊行物を無償で、又は割引して入手できます。また、個別の希望に応じ、適当

な資料等の提供を受けることもできます。

意見交換、福利厚生

定例開催される、会員間の懇親・親睦を深めるための会に参加できます。

入会のメリット
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新入会員懇親会を開催しました
平成27年４月から11月までに本会にご入会された正会員５社、賛助会員３社のうち㈱井本興業、

植田油脂㈱、㈱総環、㈱大都、大和建設㈱、㈱ダストトライ、丸神商事㈱の皆様にご参加いただ

き、平成28年１月27日に第１回新入会員懇親会を開催致しました。

冒頭に片渕会長から協会事業や各委員会・部会の活動紹介があり、協会が実施する各種行事や

研修会への積極的な参加が呼び掛けられました。続いて出席者の自己紹介があり、その後は昼食

を取りながら活発な情報交換がなされました。

上段左から松田専務理事兼事務局長、井出副会長、浜野副会長、片渕会長、白坂副会長、

濵田理事兼組織広報委員長

下段左から植田油脂㈱ 取締役副社長 門口賢治氏、大和建設㈱ 代表取締役 久禮勝彦氏、

㈱総環 課長 福田英克氏、㈱井本興業 代表取締役 井本圭一郎氏、

㈱ダストトライ 代表取締役 木村雅俊氏,、丸神商事㈱ 山田直良氏、㈱大都 次長宮本佳則氏

会員の皆様へ 皆様の事業場に訪問し、
交流を深める活動を行っています!

～会員組織の維持強化を図るための
訪問交流について（ご対応のお願い）～

本会では、目下、会員の皆様に対し、私どもが取り組んでいる事業について直にお聞きいただ

いたり、反対に皆様が私どもに対してお持ちのご意見やご要望について直に伺うことを通じ、皆

様に、よりメリットを感じていただけるような団体として活動していくため、順次、訪問いたし

ております。

つきましては、本会の青年部員が参りました折には、ご対応いただきたく、お願い申し上げる

次第でございます。ご多用の中、誠に恐れ入りますが、以上の趣旨をご配慮賜り、何とぞ、ご協

力くださいますよう、重ねてお願い申し上げます。

お問い合わせ先＝公益社団法人大阪府産業廃棄物協会

事務局 福 原 ／ 辻 岡

電話番号 06－6943－4016
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新刊
紹介

「三訂版 廃棄物処理早わかり帖」
著者：英 保 次 郎

（出版社：東京法令出版 定価：1,900円+消費税 発行日：平成27年12月1日）

廃棄物の処理は、地球温暖化と並んで、最も注目されてい

る問題です。

これまで、最終処分場の確保、処理施設建設に伴う地元と

のトラブル、ダイオキシン問題、岩手、豊島、青森などの不

法投棄など廃棄物に関わる様々な課題が次から次へと起こり、

廃棄物問題はひっ迫しています。

この事態を打開するため、廃棄物の処理の範疇からより広

い概念でとらえ、「循環」という観点で問題を解決しようと

いう方向の流れがあります。ところが、廃棄物発生過程をは

じめその処理・再生においても複雑で多岐にわたっており、

全体像をなかなか理解し難い上に、廃棄物処理法がその時点

での問題解決のため、何度も改正がなされ、環境諸法の中で

も最も理解しにくい内容となっています。

一方、企業、自治体においては、環境・廃棄物についてよく内容を理解している人材が

大量退職し、それぞれの職場がますます手薄となってきています。このため、廃棄物処理

法を中心として、廃棄物を十分理解できていない人でも理解できるように、初級向けの解

説書を作成しました。また、今回の改訂に当たって、平成27年７月現在の内容としました。

都道府県や市町村の担当者、廃棄物処理業者、排出企業、技術管理者などの幅広い分野

の方々にご活用いただき、廃棄物の適正な処理に資することを切に希望しています。

東日本大震災の発生後、近年の災害の教訓も踏まえ本改

正法で対策強化がなされました。本改正法の内容を的確に

理解し、災害対策の推進に、必携の一冊です。

改正条文を逐条解説、改正法に係る制度整備の背景と今

後の取組等を収録。

「大規模災害に備える災害廃棄物対策強化の要点」
―解説･廃棄物処理法･災害対策基本法の一部改正―平成27年

編集：一般財団法人日本環境衛生センター

（出版社：一般財団法人日本環境衛生センター 定価：1,300円＋消費税 発行日：平成27年12月）
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代
表
取
締
役
社
長

迎
陽

一

会 社 名 株式会社 関電Ｌ&Ａ
住 所 大阪市西淀川区歌島2丁目4番7号

代表者名 迎 陽 一 代表者役職 代表取締役社長

従業員数 205名 会社設立日 昭和27年9月29日

会員紹介

Menber

Information

H I S T O R Y

インタビュー

本 社：大阪市西淀川区歌島２丁目４番７号

処理施設所在地：南港作業所 大阪市住之江区平林北１-１-３

堺作業所 堺市堺区戎島町５-43-５

事業内容：産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物中間処理業

リース（機器･自動車）業

損害保険業・生命保険業

自動車整備、鈑金、販売

各種イベント他企画･運営

電力用資機材販売

URL http://www.kla.co.jp/index.html

沿 革

（産業廃棄物処理に関するもののみ）

昭和27年 創立 関電製作所 大阪市福島区兼平町

昭和29年 製材部創設 木柱の処理を開始

昭和48年 コンクリート柱処理事業を奈良県で開始

昭和51年 碍子くず処理事業を大阪市で開始

平成16年 株式会社関電製作所から商号を株式会社関電L&Aに変更

現在に至る
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●本日はお忙しいところ、ありがとうございます。関西電力グルー

プともなれば多種多様な企業で構成されていると思いますが、

その中におけるでの御社の事業内容について教えていただけま

すか。

関西電力グループは、連結決算や人を出しているところを含め

ると、104社ほどになりますが、その中でも当社は関西電力のグ

ループ会社としてグループ全体の車両のリース・整備、各種設備

のリースおよび設備損害保険、その他グループ従業員向け各種損

害保険の代理店業務を主として実施しています。

これらの事業とは異なりますが古くは木柱電柱の処理事業を行っ

ていた流れから現在ではコンクリート電柱、碍子くずの処理業務

を推進しています。

廃棄物の処理業務はお客さま皆様方の信頼を得るべく関電グルー

プのＣＳＲを軸とするゼロエミッション化を図る活動の一助となっ

ています。

廃棄物処理業は木柱電柱処理から始まりました。昭和29年から

の事業です。関西電力から排出された木柱を製材会社に販売する

事業で木柱は建築資材、土木資材の仮設備として活用されました。しかし、米材※の輸入により製材業界

は衰退し、この事業も同様に衰退してしまいました。また電力も木柱電柱からコンクリート電柱に主体は

変わり徐々にコンクリート電柱の処理依頼がなされるようになり、コンクリート電柱の有益なリサイクル

がその任務に代わるようになりました。これに引きずられ碍子くずも処理するようになったわけです。

※アメリカからの輸入木材

●現在、お仕事をされていて、産業廃棄物処理業界を取り巻く環境、景気等、どのように感じられますか。

当社が処理している産業廃棄物はその出所が限られ、どこからでも排出されるものではありません。そ

のことは逆に排出物は排出箇所が責任を持って処理しなければならないものだと思います。コンクリート

電柱、碍子くずは電力事業者、鉄道事業者、有線電話事業者から排出されるもので地域に広く分散されて

排出されています。このことは処理事業が如何に難しいことかを表しています。収集運搬に高い運搬費が

必要であり、処理数量に比べ多額な処理設備費が必要になります。しかしコンクリートくず、陶磁器くず

類のリサイクル率は環境省の調査データにしても埋立処理する率が多いことが発表されていることから排

出事業者としても責任ある行動を行う必要があることだと思います。

産業廃棄物処理業全体の動向としては最終処分場の処理能力の減少、処分場自身の設置困難等のためリ

サイクル事業を確実に行っていく必要があり、またその使命であると思います。しかし、製造事業に比べ

リサイクル事業は多額な費用が掛かるとともにリサイクル商品が飛ぶように売れるというものではありま

せん。よって産業廃棄物業界は排出事業者、商品をお買いになるお客さまが一体となって支える必要のあ

る業界だと思います。そのため地道に確実な責任ある処理を行っていくことが業界全体の行く道だと思い

ます。景気に左右されず確実に行っていくことが大切なことだと思っています。

関西電力グループの一員として幅広くビジネスをサポート
環境ビジネスだけではなく、高効率の電気の空調･給湯機器などのリースをはじめ、

保険事業、自動車の整備･販売など幅広くビジネスを展開
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●事業内容であるコンクリート電柱と碍子のリサイクルについてお話を

聞かせて頂けますか。

当社のリサイクル事業の原点についてはお話しした通りです。では個

別にその実態をご説明します。

まずコンクリート電柱のリサイクルですが関西電力管内で発生する電

柱の約９割の年間17,000本を処理しています。堺作業所には収集運搬の

運転手を含め７名の従業員がいますが毎日100本程度の電柱が運び込ま

れ、２台の処理機を運転して処理しています。ここには日本で３台しか

ないという油圧型破砕機（連続）を設置しています。（写真①）

１本の電柱が約５分でコンクリート塊と電線に分離できます。作業員

も２～３名で運転できる優れものです。もう一台の処理機は重機型破砕

設備で掘削機械の先端のアタッチメントをかみ砕けるように改良したも

のです。（写真②）

運転の熟練性が必要ですがこれも短

い電柱であれば５分程度で鉄筋と分離

できます。破砕されたコンクリート塊

は、道路路盤材に、もしくはさらに細

粒化して鋼管を埋設する際の敷き砂と

して活用されています。（写真③）

碍子くずのリサイクルですが、同じ

ように関西電力管内で発生する碍子の

８割から９割の年間1,400トンを処理

しています。南港作業所には収集運搬の運転手、アルバイトを含め９名

の従業員がいます。（写真④）

碍子くずはその欠点である破砕時に発生するシャープなエッジにより、

そのリサイクルが限られていたのですが、当社は関西電力、近畿大学との

共同研究の成果としてエッジの無い小石状に加工することに成功しまし

た。小石はエクステリア商品としてホームセンターで販売されお客さま

に白くて品の良いお庭ができたと喜ばれています。踏み固めると防犯砂

利にもなり、またある程度敷き詰めると防草材ともなります。（写真⑤･⑥）

エッジ処理は研磨機で行いますが、

その際に発生した粉塵をセメントと混

ぜて製品化しました。これをアスファ

ルト路面に流し込むことで路面温度が

20度も低下する成果が得られました。

路面温度20度低下は画期的な成果だと思います。（写真⑦）

このような取り組みにより関西電力の目指すゼロエミッション化を支

える一要因となっていることを誇りに思います。

●使用済み碍子の有効利用技術についてお話をお聞かせいただけますか。

碍子くずの処理は、排出事業者には頭の痛いものでした。なんといっても破砕時のシャープなエッジは

産業廃棄物の100%リサイクルを目標に「ゼロエミッション」に寄与

破砕時のシャープエッジな碍子

研磨完了後の碍子

遮熱舗装施工完了（中央白い歩道部）

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧

⑨
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手を切り、靴を切り、埋めても再掘削時にはまたまた厄介なものになってしまいます。細かく砕いて粉に

して道路路盤材としても、この材料だけでは支持力が得られず粒調材と混合する必要があります。細かく

砕く手間と材料を混入する手間がかかり処理費用は多額となります。

そこで当社は細かくせず小石状にしてエクステリア商品として販売す

る計画を立てました。近畿大学の理工学部佐野客員教授からエッジを取

る技術提案を受け、また奥村機械製作㈱からは連続して研磨できる設備

の設計協力を得て、研磨設備を開発し特許を取得することができました。

（写真⑧）

さらに碍子くずは単純破砕すると長片状に割れて小石状にならないと

いう問題点があるのですが２次破砕機に工夫を凝らし小石状への製造に

成功しました。この機械でも特許を取得できました。

小石仕様よりも大きいサイズは、再破砕したり、そのまま購入して頂けるお客様に販売しています。小

粒径のくずは現在コンクリート骨材の置換え材に、またマルチング材（防草材）の基盤材として販売を進

めています。

特徴的なのは研磨した際の集塵材です。これをセメントと混ぜアスファルト表面に浸透させると路面温

度が20度程度も低下する効果が確認できたことです。真夏のアスファルト路面温度は70度近くにも上昇し、

都市のヒートアイランド現象の一因ともなっています。この温度低下効果は2020年東京オリンピックのマ

ラソン等の道路競技の選手への一助ともなると思い提言を開始していま

す。

これらの取り組みについて平成27年度「資源循環技術・システム表彰」

に応募したところ経済産業省産業技術環境局長賞を受賞いたしました。

（写真⑨）

私たちの技術、努力が認められたと大変うれしく思っています。

これらの技術は当社一社に限るものではなく全国で処理に苦戦してい

る方々への手助けになるものと思っています。

●関西電力グループではCSR行動原則として地域社会の発展へ積極的な貢献をされているようですが、関

電L&A様ではどのような活動をなされていますか。

先ほど述べましたように、当社の事業は関西電力グループのＣＳＲ事業を推進しているものと自負して

います。

お客さまの身近にあった電柱、碍子がリサイクルされ道路

の路盤材として、またエクステリア商品として皆様のお宅の

お庭をきれいに質の良い雰囲気をかもしだてる材料として活

用され、お役にたっているということは大変うれしいことだ

と考えます。

関西電力グループは地域のお客さまと社会のお役にたつこ

とを大きな使命と考えています。この一助を担っていること

は大きな使命と考え事業を推進していく所存です。

電力の自由化もすぐそこに近づいてきています。選ばれる

会社としての信頼は地域社会の発展と共にあるものです。

地域社会の発展に向けて
地域社会の発展なくしては、自らの発展はありえない

⑧⑧

⑨⑨
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IN T E R V IE W

関電L&Aの更なる発展を目指して…

●会社発展のためには、地域社会への貢献だけでなく、従業員の発展も欠かせないと思いますが、従業員

教育や職場環境の充実などに向けた取り組みを教えていただけますか。

当社の従業員は205名で、その半数は自動車整備事業を担当しています。廃棄物処理に携わる従業員は

約30名です。過去においては埋立せざるを得なかった時もありましたが現在では100％リサイクル推進に

全従業員が使命感を持って取り組んでいます。環境破壊を防ぎ、効率よく、良品を商品化するのに使命を

持ち一丸となって邁進しています。事業の推進には人材が必要ですが、安全性を考えると機械化が一番で

す。できるだけ機械化を図り人力を管理方面に向けるよう考えています。

事業を推進する優れた指導者とそれをフォローしていく作業員とのコンビネーションが必要でしょう。

作業所では、こんなことで困っているとか問題点が発掘されればすぐに機械化が図れないかメーカーと

積極的にアイデアを出すようにしています。特に碍子のエッジは非常に危険ですので、怪我の無いように

事前に安全確保に励んでいます。また設備の騒音には注意しています。周辺の会社から騒音苦情が無いよ

うに機械室の密閉化とかを図るとともに機械室の無人化を図りました。

労働環境の面では従業員の休憩をなるべく多く、また熱中症対策には冷水器を置いたり、扇風機を配置

したりして気を使っています。従業員がいなければ事業が推進できません。

●今後の事業展開においては、現在の業務内容に更に特化していく、又は、新規分野へ参入していくなど

色々あるかと思いますが、どのようにお考えですか。

当社の事業は関西電力の事業推進のサポート役を基本としていますが、地域の皆様方のご意見、ご要望

があれば積極的に拝聴するということには前向きに考えています。しかし建設廃材のコンクリートの処理

事業を始めるとかいうことはありません。実はコンクリート電柱処理にしても建設廃材も一緒に進めれば

経営上は楽になるとは思いますが、当社の許可項目はあえて特化した廃棄物に限っています。専門的に特

化した廃棄物を技術的に廃棄物となった時点の上流からリサイクル商品化した下流まで大切に流れを進め

ることが当社の責任と思っています。

現在関西電力からの廃棄物のみではなくＪＲ西日本から排出さ

れるコンクリート電柱、碍子くずも処理しています。私たちの取

り組みが認められ他社系列からも処理依頼が来ることになったの

は大変有難いことだとうれしく思っています。

さらにこの取り組みが沖縄、北海道での同じような処理会社が

展開しようという意気込みまで聞いています。全国で展開され地

産地消で推進されることは、とてもうれしいことです。

●事業展開といっても様々なスタイルがあるかと思いますが、その上で一番大切なことは何だとお考えで

すか。

基本中の基本ということでしょうが、やはり人材だと思います。特に熱意があり、引っ張っていく勇気、

気構えがある人材の必要性を強く感じます。レールの上を歩いているのは一番いいのでしょうが、レール

をどこに引いていこうかという意欲はもっと必要です。近畿大学の佐野教授からは「道路にはいろいろな

ものを入れることはできるがゴミ箱ではない」という一言を頂戴しています。リサイクル品を活用するに

は適した必要のある特性を持たせたものに変える必要があります。単に処理しました、単に道路材料にし

ました、だけではいけないと思っています。どうしたらもっと良い商品になるか、どうしたらもっと喜ば

れるか、こういうこと考える人材が必要です。保守ではなく改革を進め、昨日よりも一歩進んだ行動がで

きるようになれば廃棄物問題は解消されるでしょう。
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会社から
の一言

廃棄物処理事業に長く携わっており、知識、経験は多くのものがあります。最

近の処理事業の進展には良く部長を補佐し、安全に、また確実に、慎重に進める

努力は人一倍のものがあります。今回の経済産業省産業技術環境局長賞受賞にも

多くの貢献をいたしました。今後も事業の中心として大いにその力を発揮してい

くものと期待しています。

IN T E R V IE W

氏 名 津 熊 茂

役 職 事業部 環境ビジネスグループ 課長

仕事内容 私は平成15年から産業廃棄物処理事業の担当になりました。

当初は何をしていいのかわからず先輩の後を付いていくだけ

でしたが、現在は一人前になれたと自負しています。碍子処

理事業は南港で本当に小規模の設備で行っていましたが、関

電のゼロエミッション達成のため設備の増強を繰り返し行っ

たため今ではとても狭い敷地になってしまいました。その中

でも特許を２件も取得でき、また経産省の局長賞まで受賞す

る設備になったことは目を見張る程のビックリポンです。

自分でも多くの知識を取得しました。はっきり言って学歴

もない私が大学の教授と対等にお話しできるようになりまし

た。

今後も正しい知識で法令違反の無い積極的な事業展開に励

もうと思っています。特に大阪府産業廃棄物協会さんにはい

ろいろとご助力を仰ぐことがありました。今後ともよろしく

ご指導、ご協力いただくようお願いいたします。

（頑張っている従業員の紹介）わわがが社社ののホホーーププ！！

●最後に、社長の夢をお聞かせいただけますか。

これまでにお話しした中で、ずいぶん気持ちを述べさせていただきました。当社は関西電力グループの

数少ない産業廃棄物処理会社で、関西電力のみならず多くの同様な廃棄物処理に困っている会社を手助け

でき、社会のお役にたてる会社となることを望んでいます。リサイクル商品が東京オリンピックの道路に

使われ、良い記録が達成されたとなれば望外の喜びとなるでしょう。

代表取締役 迎 陽一 様

８年前からマラソンを始め、今ではフル

マラソンを４時間台で完走！読書も趣味

で源氏物語も全巻読破！

取締役 髙橋 修 様

学生時代はアイスホッケーに打ち込み、

今はアイススケートとお酒を楽しんでい

ます。

事業部 環境ビジネスグループ

課長 津熊 茂 様

趣味はゴルフ、300ヤード飛ばせます。休

日は地域の消防団の分団長として活躍中！

取材ではお世話になりました！
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連絡先：公益社団法人大阪府産業廃棄物協会 TEL.06－6943－4016

これまでに発行したCleanLifeのバックナ
ンバーをご用意しております。数に限りがご
ざいますので、ご希望の方はお早めに事務局
までご連絡下さい。
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HPでご覧頂けます http://www.o-sanpai.or.jp/
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廃
棄
物
法
制
等
普
及
促
進
シ
リ
ー
ズ

VOL３

●
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
お
け
る

労
働
安
全
･衛
生
の
あ
り
方

2009年4月1日発行

廃
棄
物
法
制
等
普
及
促
進
シ
リ
ー
ズ

VOL１

●
通
知
で
見
る
廃
棄
物
処
理
法

2010年3月31日発行
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初版 2011年12月1日発行 第2版 2015年12月1日発行
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連絡先：公益社団法人大阪府産業廃棄物協会

TEL.06－6943－4016

廃
棄
物
法
制
等
普
及
促
進
シ
リ
ー
ズ

VOL５

●
廃
棄
物
収
集
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル

初版 2012年5月1日発行 第2版 2016年3月1日発行

Vol.4～10までHPでご覧頂けます

http://www.o-sanpai.or.jp/



C L E A N L I F E

2016.3CleanLife 73

新年からあっという間に３か月が過ぎ、春らしい季節となりました。卒業式や入

学式の準備などで若い青年部の人らはあわただしくしているようであります。今年

は廃水銀や特管物の法律改正などでまた、いろいろな勉強しなければならないこと

が増えて初老である私の脳を何とか活性させながら日々邁進いたしております。都

市圏では只今解体現場が大変な活況が続いておりますが、いよいよ今年４月から建

設現場については社会保険に加入しなければ現場に入れなくなる注１現場（実際は平

成29年４月）が実験的に増えてきて元請の考え方と末端の作業員との考え方の違い

で中間の施工業者は大変なことになっているようであります。解体工事が躓けば、

廃棄物排出処理、のちの建設工事まで様々な工程に影響が及ぼす可能性があります。

厳しいようにも感じられますが、本来は、社会保険の加入や納税もしていることが

当たり前であり、今まである意味得をしていたと考えて初心に返ってきちっと社会

保険料を支払いしてほしいものです。せっかくいい現場が溢れかえっているのに、

大変もったいない気持ちになります。聞くところによるとネオン街の夜行性の人た

ちも確定申告をするようになったようでございます。

関西ではお陰様で海外の訪日観光客が増えてこれからも観光ホテル関連では改装

工事とか益々活況になる勢いでございます。勢いのある大量の廃棄物を思いっきり

リサイクルして我々産廃業界から“大阪から日本を元気に！”を合言葉に一発いっ

たりましょうや！

注１：平成27年３月25日改訂の「社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン」による

田中（公）
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